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明日への提言
　

建
設
業
界
は
、
国
の
基
幹
産
業
と
し

て
戦
後
の
重
大
な
局
面
に
イ
ン
フ
ラ
整

備
や
公
共
建
築
物
を
つ
く
り
、
国
の
再

建
の
た
め
に
多
大
な
る
貢
献
を
し
て
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
度
成
長
期
に
は

多
く
の
ビ
ル
や
住
宅
な
ど
を
つ
く
り
、

凄
ま
じ
い
活
躍
を
し
て
日
本
の
繁
栄
を

支
え
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
な
お
自
然
災
害
の
復

興
に
も
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
業
界
で

あ
る
こ
と
は
確
か
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
あ
る
時
期
に
お
い
て
国
家

財
政
が
不
安
視
さ
れ
た
こ
と
か
ら
箱
物

と
呼
ば
れ
た
大
型
公
共
建
築
物
が
激
減

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
工
事
の

受
注
競
争
が
は
じ
ま
り
、
利
益
度
外
視

の
過
当
競
争
・
価
格
破
壊
が
お
き
ま
し

た
。
長
期
に
お
よ
ぶ
デ
フ
レ
経
済
に
変

わ
り
、
多
く
の
内
装
業
者
は
、
経
営
が

厳
し
く
な
り
、
優
良
な
技
術
者
や
腕
の

良
い
職
人
を
手
放
さ
ざ
る
を
え
な
く
な

り
ま
し
た
。そ
の
頃
か
ら
建
設
業
界
は
、

き
つ
い
、
汚
い
、
給
料
が
安
い
と
の
風

評
が
広
が
り
、
３
Ｋ
と
言
わ
れ
、
長
い

間
若
い
求
職
者
か
ら
敬
遠
さ
れ
て
き
た

の
で
す
。

　

さ
て
、
建
設
業
・
内
装
業
界
の
現
状

は
少
子
高
齢
化
と
若
年
入
職
者
の
減
少

が
重
要
な
課
題
で
す
。
こ
の
ま
ま
手
を

こ
ま
ね
い
て
い
て
は
人
手
不
足
と
な

り
、
技
術
の
継
承
、
建
物
の
品
質
の
確

保
が
難
し
く
な
り
、
後
継
者
を
育
て
な

け
れ
ば
日
本
経
済
に
大
き
な
影
響
を
お

よ
ぼ
し
ま
す
。
若
手
後
継
者
を
育
成
す

る
に
は
２
年
や
３
年
で
は
と
て
も
無
理

な
こ
と
で
す
。
特
に
こ
の
業
界
の
仕
事

は
機
械
化
す
る
に
も
限
界
が
あ
り
ま

す
。
い
か
に
厳
し
い
状
況
で
も
人
口
減

少
・
後
継
者
問
題
・
一
局
集
中
問
題
に

国
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と

感
じ
ま
す
。

　

し
か
し
、
他
力
本
願
で
は
現
状
打
開

が
遅
く
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
私
た

ち
組
合
も
自
ら
現
状
を
理
解
し
て
行
動

を
起
こ
す
べ
き
で
す
。
例
え
ば
、
マ
イ

ス
タ
ー
制
度
に
よ
る
出
前
授
業
を
試
み

る
こ
と
や
、
仕
事
内
容
を
紹
介
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
つ
く
り
興
味
を
引
く
こ

と
に
加
え
て
、
技
能
資
格
取
得
に
よ
っ

て
賃
金
や
生
活
の
向
上
が
ど
の
よ
う
に

望
め
る
の
か
な
ど
、
希
望
を
持
て
る
授

業
を
工
夫
し
、
日
々
努
力
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
感
じ
ま
す
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
日
装
連
や
ブ

ロ
ッ
ク
会
の
組
合
と
連
携
し
て
実
践
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

建
設
業
界
も
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
、
技
能
者
の
処

遇
改
善
、
現
場
管
理
の
効
率
化
を
目
指

し
一
大
転
換
を
図
っ
た
こ
と
で
業
界
の

未
来
に
光
が
差
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
政
府
は
企
業
に
対
し
て
賃
金
ア
ッ

プ
を
要
請
す
る
政
策
を
掲
げ
た
と
こ
ろ

で
す
。
こ
の
機
会
を
逃
さ
ず
未
来
に
希

望
を
持
っ
て
進
み
た
い
も
の
で
す
。

岩
手
県
室
内
装
飾
事
業
協
同
組
合

理
事
長
　
細
野
呼
攸
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ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
空
気

中
の
浮
遊
物
を
吸
入
し
て

し
ま
う
こ
と
で
悪
性
中
皮

腫
や
肺
が
ん
な
ど
深
刻
な

健
康
被
害
を
引
き
起
こ
す

危
険
な
物
質
で
あ
る
。
そ

の
た
め
２
０
０
６
年
９
月

か
ら
輸
入
、
製
造
、
使
用

な
ど
が
完
全
に
禁
止
さ
れ

た
が
、
そ
れ
以
前
に
着
工

し
た
建
築
物
で
は
ア
ス
ベ

ス
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
、
解
体
・

改
修
工
事
な
ど
で
空
気
中

に
粉
塵
が
飛
散
し
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
２
０
０
５
年
７

月
に
石
綿
障
害
予
防
規
則

が
制
定
さ
れ
、
解
体
・
改

修
工
事
に
関
す
る
規
制
が

設
け
ら
れ
、
建
設
従
事
者

の
石
綿
暴
露
防
止
対
策
が

行
わ
れ
た
。

　

一
方
の
大
気
汚
染
防
止

法
は
、
広
く
国
民
の
健
康

を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的

に
１
９
９
７
年
４
月
に
施

行
さ
れ
た
も
の
だ
。

　

こ
の
２
つ
の
法
律
で
ア

ス
ベ
ス
ト
は
規
制
さ
れ
て

い
た
が
、
実
際
に
は
作
業

開
始
前
の
石
綿
含
有
の
有

無
の
事
前
調
査
が
適
切
に

行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
取

り
残
し
て
し
ま
う
、
あ
る

い
は
規
制
対
象
外
の
石
綿

含
有
建
材
（
レ
ベ
ル
３
・

成
形
板
等
）
の
除
去
な
ど

に
よ
っ
て
ア
ス
ベ
ス
ト
が

飛
散
し
て
し
ま
う
と
い
っ

た
事
例
が
数
多
く
報
告
さ

れ
て
い
た
。
今
回
の
法
改

　

大
気
汚
染
防
止
法
、お
よ
び
労
働
安
全
衛
生
法
・
石
綿
障
害
予
防
規
則（
石
綿
則
）

の
改
正
に
よ
り
、
石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）関
連
規
制
が
、
環
境
面
と
労
働
安
全
面
の

両
面
か
ら
強
化
さ
れ
、
２
０
２
１
年
よ
り
順
次
施
行
さ
れ
て
い
る
。
４
月
か
ら
は

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
に
も
関
連
性
が
高
い
事
前
調
査
報
告
の
義
務
化
も
ス
タ
ー
ト
、

さ
ら
に
来
年
10
月
か
ら
は
そ
の
事
前
調
査
の
有
資
格
者
で
の
実
施
義
務
化
も
行
わ

れ
る
。
そ
れ
に
向
け
て
今
号
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
規
制
の
内
容
を
整
理
し
た
。

正
は
、
そ
れ
ら
の
課
題
に

対
応
し
た
も
の
だ
。

　

そ
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
が
、
ま
ず
は
規
制

対
象
が
す
べ
て
の
石
綿
含

有
建
材
に
拡
大
さ
れ
た
点

だ
。
こ
れ
ま
で
吹
付
け
石

綿
（
レ
ベ
ル
１
）、
石
綿

含
有
断
熱
材
等
（
レ
ベ
ル

２
）
が
対
象
だ
っ
た
が
、

内
装
資
材
も
含
め
た
石
綿

含
有
建
材
（
レ
ベ
ル
３
）

に
拡
大
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
り
規
制
対
象
は
現
状
の

５
〜
20
倍
に
拡
大
す
る
見

込
み
で
あ
る
（
２
０
２
１

年
４
月
施
行
済
）。

　

次
に
事
前
調
査
の
信
頼

性
確
保
の
た
め
、
す
べ
て

の
建
築
物
等
の
解
体
・
改

修
工
事
に
お
い
て
事
前
調

査
を
行
い
、発
注
者（
施

主
）に
対
し
て
書
面
で
説

明
す
る
と
と
も
に
工
事
現

場
に
掲
示
、
そ
の
事
前
調

査
の
記
録
も
３
年
間
保
存

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
た
。
さ
ら
に
一
定
規
模

以
上
の
解
体
工
事
（
80
㎡

以
上
）、
改
修
工
事（
請
負

金
額
１
０
０
万
円
以
上
）

は
石
綿
含
有
建
材
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
調
査
結

果
の
都
道
府
県
等
へ
の
報

告
（
電
子
シ
ス
テ
ム
で
届

出
）も
義
務
付
け
ら
れ
た
。

　

改
修
工
事
で
１
０
０
万

円
と
な
る
と
、
多
く
の
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
が
対
象
と

な
る
た
め
リ
フ
ォ
ー
ム
事

業
者
も
対
応
が
必
要
と
な

る
。
こ
の
事
前
調
査
報
告

が
今
年
４
月
か
ら
義
務
化

さ
れ
る
の
だ
。

　

ま
た
事
前
調
査
の
方
法

に
つ
い
て
も
法
制
化
さ
れ
、

「
一
定
の
知
見
を
有
す
る

者
」に
よ
る
書
面
調
査
、現

地
調
査
等
が
義
務
付
け
ら

れ
た
。「
一
定
の
知
見
を
有

す
る
者
」に
つ
い
て
は
、来

年
10
月
か
ら
は
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
講
習
を
終

了
し
た
資
格
者（
石
綿
含
有

建
材
調
査
者
）で
あ
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
除
去
工
事
が

終
わ
っ
て
作
業
場
の
隔
離

を
解
く
前
に
、
資
格
者
に

よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
取
り

残
し
の
有
無
の
確
認
を
義

務
付
け
る
他
、
作
業
の
実

施
状
況
を
写
真
や
動
画
な

ど
で
撮
影
し
、
そ
の
記
録

の
３
年
間
保
存
も
義
務
付

け
ら
れ
た
（
２
０
２
１
年

４
月
施
行
済
）。

　

こ
の
他
、
罰
則
規
定
も

強
化
、
隔
離
等
を
せ
ず
に

吹
付
け
石
綿
等
の
除
去
作

業
を
行
っ
た
者
に
対
す
る

直
接
罰
（
３
月
以
下
の
懲

役
、
ま
た
は
30
万
円
以
下

の
罰
金
）が
創
設
さ
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
非
常
に

強
化
さ
れ
た
ア
ス
ベ
ス
ト

関
連
規
制
。
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
を
行
う
事
業
者
は
、

内
容
を
し
っ
か
り
把
握
し

４
月
か
ら
の
事
前
調
査
報

告
の
義
務
化
、
そ
し
て
来

年
10
月
に
向
け
た
資
格
者

養
成
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

　

な
お
２
面
で
は
日
リ
協

が
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
Ｑ
＆

Ａ
形
式
で
ま
と
め
て
い
る

の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

石
綿
含
有
建
材
例

主 な ニ ュ ー ス

現
状
を
理
解
し
行
動
を
起
こ
す
と
き

石綿（アスベスト）関連規制が強化
4月より事前調査報告が義務化

来年10月から資格者による調査が義務付け
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教えて！！　改装・リフォームのアスベスト対策
　アスベストは肺がんや中皮腫といった重い病気を引き起こすなど
人体に深刻な健康被害を及ぼす原因となります。国は今後の被害を
防止するため、大変厳しい規制を設けました。
　アスベストはスレート屋根や天井の成形板、内装や外壁材、断熱
材や吸音材、柱や梁の吹き付け材、管材パッキンなど、建物のさま
ざまな箇所に使われていました。こうしたことから、アスベストを

含む建物において改装・リフォーム工事を行うにあたっては、アス
ベストの飛散を防止して健康や環境に被害を与えることのないよう、
法律で定められた手順を踏み、安全に進める必要があります。
　今回は組合員の皆様から多く寄せられるご質問にお答えします。
ほぼすべての組合員が該当しますのでご理解と取り組みをお願い致
します。

by 日リ協

第537号 2022年2月15日（火）

内装はレベル 3と言われるけど、
それは何のこと？Q2

レベル3の適切な工程を踏むには、まずはアスベスト含有建
材等の存在を事前に調べなければならないからです。

事前調査が
義務付けられたのはなぜ？Q4

レベル１は主に鉄骨造の柱や梁に耐火被覆材など発塵性が
著しく高いもの、レベル２は主に耐火被覆材やボイラー、

空調設備のダクトの保温材など、そしてレベル3は天井や壁下地に
使用されている石綿含有成形板や石膏ボード、石綿スレート、壁紙
やクッションフロア、パッキンなど比較的発塵性が低いもので、内
装事業者が多く取扱いするものです。

A

A

アスベスト含有建材の撤去作業は
特別な方法が必要なの？Q3
アスベスト含有物とそれ以外を同時に撤去することは平成
18年以降禁止されていて、まずは含有建材のみを破壊せず

に取り外すことや、湿潤化のうえ除去するなど一定のルールがあり
ます。その後、含有されていない造作・仕上げを撤去する工程です。

A

今年の4月から事前調査の結果を
報告しなければならないのは本当なの？Q5
法令ではすべての改装・リフォームにおいて事前調査すべ
きですが、特に元請けとして請負金額が税込100万円以上

では都道府県・労基に調査結果の報告をパソコン・スマホのWEB
上で行わなければなりません。報告方法の詳細は「石綿事前調査結
果システム」でWEB検索してみてください。

A

事前調査には
資格が必要なの？Q6
的確な調査が行える専門家として「石綿建材含有調査者」
を新設しました。調査者は現時点で「一般調査者」（建築物

全般が対象）と「一戸建」（戸建て住宅及びマンションの専有住居
が対象）の2種類です。特定調査者は特殊建築物や船舶など高度な
専門性が求められ、建築・内装の分野ではあまり必要ありません。

A

調査者資格を
取るにはどうすればいいの？Q7
全国に60超の講習・試験を実施している機関があり、そこ
で開催する資格取得講習に出席・受験することで資格が得

られます。WEBで検索して最寄りの会場で2日間（一般は11時間、
一戸建は7時間）の講義を受けた後、筆記試験で60％以上正解すれ
ば合格となります。

A

講習実施機関によって
講義や試験の内容は違うの？Q8
いずれの機関も、厚労省・国交省・環境省の「建築物石綿
含有建材調査者講習登録規程」に基づくテキストを使用し

ます。筆記試験内容は同規程による一定のルールに基づき、各機関
で個別に作成されているため統一されていません。但し、難易度な
どはほぼ変わりありません（合格率70～80％）。また受講料も一般
調査者であれば55,000円がほぼ共通している価格です。

A

講習と試験は
別々の日に行うの？Q9
実施機関によって異なります。2日間の講習の直後に同日実
施される機関もあれば、しっかり試験準備ができるように

半月～1ヶ月後に行う機関もあります。WEBで開催要領をご確認く
ださい。

A

なぜ厳しい
法改正がされたの？Q1
アスベストを含んだ国内の建物の多くが解体・改装のピー
ク時期を迎えるからです。

A

小規模工事店でも
この資格は取った方がいいの？Q10
住宅だけでなく、オフィスビルや各種施設などの改装工事
を元請け（発注者から直接受注）される現場が年間に複数件

見込まれる事業者は、社内に1名は資格者を置かれた方が良いです。
もし、下請けのみであれば必要はありません。ただし、万一の場合
は外部調査会社へ外注してください。

A

講習を受けることができる
要件はあるの？Q11
学校教育で建築知識を持ち実務経験がある方（学校種類に
より年数設定）、石綿作業主任者の資格者、学歴不問の実務

経験11年以上の方など、一定の要件があります。学歴関係が無け
ればお奨めは、先ず石綿作業主任者をお取りいただき、続けて調査
者資格を取られることです。もちろん長年の経験者であれば直接に
受けて頂けます。

A

石綿作業主任者は
どうすれば取ることができるの？Q12
全国の建災防をはじめ多数の講習機関がありますので、
WEBで最寄りの会場を探してお申し込みください。この技

能講習は2日間（10時間）の受講と終了試験の合格が必要です。受
講料は13,000～15,000円程度です。

A

石綿作業における
必要な資格は他にもあるの？Q13
石綿等を含んだ建築物等の解体等の作業を行う際には、石
綿等の除去・封じ込め・囲い込み等の措置を講じる必要が

あり、労働安全衛生法令等によって、石綿取扱作業従事者は4.5時
間以上の特別教育を受けなければなりません。なお特別教育は修了
試験の義務付けはありません。

A

石綿作業の関連資格は３つあるようですが、
それぞれの役割はなに？Q14
簡単に言うと、①一般石綿含有建材調査者は事前の調査と
報告、②石綿作業主任者は作業の管理者、③石綿作業従事

者特別教育修了者は適切な作業者、と言えるでしょう。

A

事前調査を行うのは
難しいの？Q15
対象物件によりさまざまですが、基本は建築時期と石綿含
有建材データベース（WEB）の照合や建築図面を基にした

書面調査を行い、次に現地で目視する2段階です。ただし、改装で
はサンプル採取が難しいため「含有が存在する“みなし”」とする
ことが多いはずです。それらを書式に沿ってまとめるだけですので、
若干の手間は掛かりますが総じて難しいものとは思われません。

A

それならば作業などの方が
注意しなければならないのね！Q16
レベル3のルールに従って、作業服・マスクの着用、適切
な除去・封じ込め作業、適切な廃棄処分、記録作成と保管、

作業者の健康管理などを行わなければアスベスト被爆を防げません。
資格者による調査も大切ですが、作業関連に注意と義務遂行の積極
姿勢が求められています。

A

一般社会には
石綿に関する動きはあるの？Q17
法令では建築物の所有者に対する規制が定められており、
工事業者に対して義務の履行を求めています。マンション

管理組合でも調査報告や作業計画書の提出を求めはじめています。
一方、調査費や適切な工事経費等の支払い義務についても規定され
ています。今後は事業者側の諸費用の設定や見積り方法についても
検討を急がなければなりません。

A
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世
界
の
経
済
に
大
打
撃

を
与
え
、
国
民
の
人
生
を

も
一
変
さ
せ
た
ウ
イ
ル
ス

と
の
共
生
は
受
け
入
れ
ざ

る
を
得
な
い
事
実
と
な
る

な
か
で
、
感
染
防
止
の
意

識
を
高
め
た
国
民
生
活
者

が
住
ま
い
に
求
め
る
も
の

が
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
に

気
づ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
は
デ
ザ
イ
ン

品
質
や
防
犯
・
防
災
、
便

利
さ
や
コ
ス
ト
な
ど
が
重

視
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
衛
生
・
健
康

と
デ
ジ
タ
ル
・
オ
ン
ラ
イ

ン
、
さ
ら
に
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
意
識
も

高
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
中
で
イ
ン
テ
リ

ア
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、
住

宅
、
非
住
宅
と
も
に
需
要

継
続
は
な
さ
れ
ま
す
が
、

生
活
者
の
ニ
ー
ズ
は
従
来

の
も
の
で
は
な
く
、
在
宅

に
お
い
て
健
康
管
理
が
で

き
る
、
ウ
イ
ル
ス
侵
入
を

防
ぐ
、
仕
事
も
学
習
も
不

便
な
く
で
き
る
、
他
人
と

の
コ
ン
タ
ク
ト
が
し
や
す

い
、
自
給
自
足
や
オ
ー
ト

マ
チ
ッ
ク
に
食
料
調
達
が

で
き
る
…
…
、
こ
れ
ら
を

実
現
で
き
る
リ
フ
ォ
ー
ム

を
し
た
い
！　

と
い
う
こ

と
に
な
り
、
そ
れ
を
実
現

で
き
る
事
業
者
を
ネ
ッ
ト

で
見
分
け
て
決
め
打
ち
依

頼
を
す
る
も
の
で
す
。
あ

た
か
も
体
調
不
安
が
あ
る

人
が
地
元
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
は
行
か
ず
、
実
績
あ
る

名
ド
ク
タ
ー
を
ネ
ッ
ト
検

索
し
て
そ
の
病
院
へ
飛
び

込
む
こ
と
と
同
様
で
す
。

　

さ
て
、
先
述
の
ニ
ー
ズ

の
例
は
我
々
の
手
で
実
現

可
能
か
と
言
え
ば
、
日
常

の
イ
ン
テ
リ
ア
リ
フ
ォ
ー

ム
で
充
分
に
実
現
で
き
る

も
の
ば
か
り
で
す
。
一
口

で
言
え
ば
住
ま
い
の
動
線

や
レ
イ
ア
ウ
ト
を
整
え
、

デ
ジ
タ
ル
家
電
や
ネ
ッ
ト

環
境
を
整
備
し
、
抗
ウ
イ

ル
ス
等
の
仕
上
げ
材
や
適

切
な
衛
生
器
具
を
施
せ
ば

良
い
わ
け
で
す
。あ
と
は
、

「
私
を
見
つ
け
て
」
と
Ｗ

Ｅ
Ｂ
に
実
績
事
例
を
紹
介

（
で
き
れ
ば
施
主
様
の
ニ

ー
ズ
と
エ
ビ
デ
ン
ス
を
掲

載
）
す
る
と
と
も
に
、「
私

を
信
頼
し
て
ね
」
の
ダ
メ

押
し
が
最
大
ポ
イ
ン
ト
で

す
。

　

最
近
、
国
交
省
リ
フ
ォ

ー
ム
事
業
者
団
体
（
16
団

体
）
に
お
け
る
会
員
の
増

加
が
み
ら
れ
ま
す
（
あ
い

に
く
日
装
連
で
は
増
え
て

い
ま
せ
ん
が
…
…
）。
そ

　
日
装
連
、
日
技
連
、
全

表
連
の
３
団
体
合
同
で
実

施
し
た
「
内
装
仕
上
げ
施

工
競
技
大
会
」（
技
能
五

輪
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
）
に
つ
い
て
は
、
前
号

に
て
そ
の
開
催
概
要
を
紹

介
し
た
。

 

今
号
で
は
多
く
の
読
者

が
興
味
を
持
っ
て
い
る
で

あ
ろ
う
競
技
内
容
を
解
説

し
た
い
。
ま
た
出
場
者
に

よ
る
感
想
も
あ
わ
せ
て
お

届
け
す
る
。◆

　
「
技
能
五
輪
」
は
23
歳

以
下
の
若
手
技
能
者
が
出

場
す
る
大
会
の
た
め
、
ど

の
競
技
に
お
い
て
も
基
本

は
技
能
検
定
２
級
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
レ
ベ
ル
の
内
容

と
な
る
が
、
今
回
は
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

り
、
出
場
者
も
年
齢
制
限

を
設
け
て
い
な
い
た
め
難

易
度
は
か
な
り
高
い
も
の

と
な
っ
た
。

　

そ
の
競
技
内
容
と
は
、

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
面
の
３
面
で

構
成
さ
れ
た
競
技
台
に
、

織
物
壁
紙
、ビ
ニ
ル
壁
紙
、

手
漉
き
和
紙
の
腰
張
り
、

湊
紙
の
腰
張
り
を
指
定
さ

れ
た
仕
様
で
張
り
合
わ
せ

て
い
く
と
い
う
も
の
。

　

具
体
的
に
は
、
Ａ
面
は

２
種
類
の
布
壁
紙（
無
地
・

柄
物
）
を
縦
に
３
枚
張
り

し
、
目
地
底
は
一
枚
物
で

送
り
張
り
と
す
る
。

　

Ｂ
面
は
３
種
類
の
ビ
ニ

ル
壁
紙
を
、
右
面
は
縦
に

２
色
、
左
面
は
縦
に
３
色

交
互
に
２
段
に
直
張
り
す

る
。
ま
た
左
面
の
横
板
部

は
下
地
調
整
し
た
後
に
紙

壁
紙
を
直
張
り
し
左
端
木

口
は
張
り
く
る
む
。

　

そ
し
て
Ｃ
面
は
下
張
り

（
四
つ
切
以
上
）
を
し
て

か
ら
、
上
張
り
は
右
面
・

左
面
２
色
の
鳥
の
子
紙
で

柱
に
突
き
付
け
張
り
と
す

る
（
刃
物
不
可
）。
右
面

の
上
張
り
は
Ｂ
面
側
に
25

ミ
リ
張
り
ま
わ
す
。
ま
た

腰
張
り
（
湊
紙
）
は
重
ね

幅
10
ミ
リ
と
す
る
。

　

こ
の
課
題
を
Ｃ
面
・
Ａ

面
・
Ｂ
面
の
順
で
行
う
。

制
限
時
間
は
４
時
間
。

　

こ
の
よ
う
に
表
具
の
要

素
も
取
り
入
れ
た
高
難
度

の
も
の
で
、
実
は
事
前
に

出
場
者
に
伝
え
ら
れ
て
い

た
仕
様
が
当
日
に
一
部
変

更
（
重
ね
切
り
不
可
）
さ

れ
る
な
ど
よ
り
厳
し
い
環

境
で
の
競
技
と
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
各
団
体
を
代
表

し
て
出
場
し
た
精
鋭
技
能

者
た
ち
。
10
名
す
べ
て
の

出
場
者
が
時
間
内
に
競
技

を
終
わ
ら
せ
た
。

日
リ
協
コ
ラ
ム
⑭

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
ウ
イ
ル
ス
時
代
で

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
も
変
化
が

■
田
子
啓
祐
氏（
神
奈
川
）

　

内
容
自
体
は
そ
れ
ほ
ど

難
し
さ
を
感
じ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
技
能
五
輪
の
正

式
種
目
な
ら
ば
も
う
少
し

難
易
度
を
落
と
し
た
方
が

い
い
と
思
い
ま
す
。

　

個
人
的
に
は
会
場
の
温

度
や
湿
度
を
計
算
せ
ず
袋

貼
り
が
抜
け
て
し
ま
う
な

ど
最
悪
な
結
果
で
し
た
。

そ
れ
で
も
事
前
の
練
習
や

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
含
め
て

久
し
ぶ
り
に
楽
し
か
っ
た

で
す
。
若
い
人
た
ち
に
も

こ
う
い
う
経
験
を
し
て
も

ら
い
た
い
し
、
こ
の
楽
し

さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

■
安
達
雄
寿
氏
（
埼
玉
）

　

競
技
内
容
は
普
段
の
仕

事
で
は
あ
ま
り
し
な
い
表

具
系
の
も
の
が
多
く
、
難

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
は
推
薦
で
の
出
場

で
し
た
の
で
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
も
大
き
く
技
能
検
定
よ

り
も
練
習
し
て
当
日
に
臨

み
ま
し
た
。
そ
の
成
果
も

あ
り
出
来
に
は
満
足
し
て

い
ま
す
。
普
段
の
仕
事
で

こ
れ
ほ
ど
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
そ
の
意
味
で

は
す
ご
く
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

活
か
し
若
い
職
人
を
育
て

て
、
技
能
五
輪
に
送
り
出

し
た
い
で
す
ね
。

■
内
田
貴
士
氏
（
群
馬
）

　

自
分
に
と
っ
て
は
と
て

も
難
し
い
内
容
で
し
た
。

も
し
23
歳
だ
っ
た
ら
時
間

内
に
終
わ
ら
す
こ
と
は
で

日
装
連
行
事

	

2
月

16
日　

防
炎
・
施
工
管
理
委

員
会

16
～
18
日　
【
千
葉
】
登
録

内
装
仕
上
工
事
基
幹
技
能

者
講
習

24
日　

基
幹
技
能
者
試
験
・

講
習
合
同
委
員
会

25
日　

常
任
理
事
会

 

3
月

11
日　

青
年
部
・
次
世
代
委

員
会

 

5
月

24
日　

常
任
理
事
会
、
第
２

１
８
回
理
事
会

	

6
月

10
日　

第
56
回
通
常
総
会
、

常
任
理
事
会
、第
２
１
９
・

２
２
０
回
理
事
会

き
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
事
前
練
習
も
か
な
り

や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
本

番
が
一
番
良
い
出
来
で
、

そ
れ
が
結
果
に
つ
な
が
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

競
技
大
会
へ
の
出
場
は

は
じ
め
て
の
経
験
で
し
た

が
、
練
習
や
本
番
を
通
じ

て
、
普
段
の
仕
事
に
対
し

て
も
細
か
い
と
こ
ろ
に
目

が
届
く
よ
う
に
な
り
、
仕

上
げ
に
対
す
る
意
識
が
高

く
な
り
ま
し
た
。
い
ず
れ

は
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
に
も

挑
戦
し
た
い
で
す
。

高
難
度
の
競
技
内
容
を
解
説

日装連の
キャラクターマーク

イン
テリア・TORI・KAERU

日本室内装飾事業協同組合連合会

田
子
啓
祐
氏

安
達
雄
寿
氏

内
田
貴
士
氏

の
理
由
は
国
土
交
通
大
臣

の
マ
ー
ク
を
使
用
す
る
必

要
が
あ
る
と
の
こ
と
。
い

く
ら
長
年
の
実
績
が
あ

り
、
キ
レ
イ
な
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
が
あ
っ
て
も
、
自
画

自
賛
や
誇
大
広
告
と
受
け

取
ら
れ
て
し
ま
え
ば
、
真

の「
信
頼
」に
は
つ
な
が
り

に
く
い
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

新
た
な
生
活
様
式
時
代

を
迎
え
て
、
い
よ
い
よ
国

交
大
臣
マ
ー
ク
の
理
解
と

重
要
性
が
高
ま
っ
て
き
た

と
言
え
ま
す
。
本
当
に
生

活
者
の
幸
福
と
安
心
・
安

全
な
暮
ら
し
を
創
造
し
よ

う
と
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
事

業
者
こ
そ
こ
の
マ
ー
ク
を

掲
げ
る
べ
き
で
、
そ
れ
が

全
国
に
数
多
存
在
す
る
こ

と
で
、
生
活
者
の
喜
び
の

数
も
増
え
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

詳しくは
ホームページで

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
者
団
体
」の
マ

ー
ク

内
装
仕
上
げ
施
工
競
技
大
会

A面 B面 C面
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■
防
火
施
工
管
理
の
た
め
の

基
礎
知
識
⑧

①
「
壁
紙
標
準
施
工
法
」 

と
「
防
火
壁
装
施
工 

共
通
仕
様
」

　

壁
紙
の
施
工
に
関
す
る

テ
キ
ス
ト
な
い
し
規
格

と
し
て
標
題
の
２
種
が

あ
る
。「
壁
紙
標
準
施
工

法
」（
以
下
「
標
準
施
工

法
」
と
い
う
）
は
文
字
ど

お
り
壁
紙
の
施
工
の
標
準

と
し
て
昭
和
44
年
以
来
、

数
回
の
改
訂
を
経
て
整
え

ら
れ
て
き
た
解
説
書
で
あ

り
、
現
在
の
壁
紙
の
施
工

方
法
を
網
羅
し
た
内
容
で

あ
る
。

　
「
防
火
壁
装
施
工
共
通

仕
様
」（
以
下
「
共
通
仕

様
」
と
い
う
）
は
、
標
準

施
工
法
の
中
か
ら
防
火
壁

装
材
料
の
認
定
仕
様
に
適

合
す
る
た
め
の
必
須
事
項

を
ま
と
め
た
施
工
仕
様
で

あ
る
。
両
者
は
前
者
か
ら

後
者
が
生
ま
れ
た
と
い
う

親
子
関
係
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。

▼
標
準
施
工
法
は
な
か
っ

た
／
壁
紙
施
工
法
の
確
立

　

壁
紙
の
施
工
に
関
す
る

文
献
は
多
く
な
い
が
、
網

羅
的
に
整
備
さ
れ
た
も
の

は
昭
和
51
年
に
発
行
さ
れ

た
「
壁
張
り
の
技
法
」（
壁

装
研
究
会
発
行
）
が
ま
ず

嚆
矢
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書

籍
も
、
標
準
施
工
法
の
研

究
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
っ

て
よ
い
。

　

周
知
の
こ
と
と
思
う

が
、
明
治
時
代
の
洋
館
建

築
な
ど
の
壁
紙
草
創
期
か

ら
、
戦
後
の
進
駐
軍
住
宅

の
壁
紙
張
り
、
１
９
６
４

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
前
の
ホ
テ
ル
建
設
ラ

ッ
シ
ュ
な
ど
の
壁
紙
張
り

は
、
そ
れ
ま
で
表
具
・
経

師
の
職
人
た
ち
の
親
方
衆

が
伝
統
的
に
継
承
し
て
き

た
技
能
と
知
識
に
基
づ
き

応
用
さ
れ
て
き
た
施
工
方

法
に
支
え
ら
れ
た
。
そ
れ

は
、
職
人
の
個
人
技
能
で

徒
弟
制
度
的
に
継
承
さ
れ

て
き
た
技
能
で
あ
り
、
経

験
的
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た

知
識
で
対
応
し
て
き
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

職
人
の
育
成
に
は
時
間
が

か
か
る
と
い
う
課
題
が
あ

っ
た
。
こ
れ
は
こ
れ
で
表

具
・
経
師
の
世
界
で
は
必

要
な
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

壁
紙
張
り
で
も
そ
う
な
の

か
、
と
い
う
視
点
か
ら
、

壁
紙
に
特
化
し
た
施
工
方

法
の
標
準
化
を
検
討
す
る

機
運
が
施
工
業
界
か
ら
出

て
き
た
。

▼
防
火
壁
装
材
料
の
登
場

　

こ
れ
を
後
押
し
す
る
か

の
よ
う
に
、
昭
和
44
年
に

れ
た
製
品
を
対
象
と
し
、

防
炎
は
躯
体
に
固
定
さ
れ

て
な
い
可
動
性
の
あ
る
製

品
を
対
象
と
す
る
と
い
う

す
み
わ
け
で
あ
る
。

②
「
防
火
壁
装
施
工
共
通 

 
仕
様
」

　

現
在
の
個
別
認
定
制
度

下
で
の
防
火
壁
装
材
料
の

施
工
仕
様
を
ま
と
め
て
い

る
が
、
使
え
る
壁
紙
、
使

え
る
施
工
資
材
類
も
網
羅

し
て
い
る
。
ま
た
シ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
対
策
も
こ
の
中
で

触
れ
て
い
る
。

　

こ
の
内
容
も
、
一
般
社

団
法
人
建
築
性
能
基
準
推

進
協
会
と
い
う
防
火
材
料

の
指
定
性
能
評
価
機
関
等

で
構
成
さ
れ
る
団
体
を
通

じ
て
、
国
土
交
通
省
の
建

築
指
導
課
に
提
出
さ
れ
て

お
り
、
大
臣
認
定
の
運
用

と
し
て
了
承
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
内
容
は
、
認
定

仕
様
に
一
般
的
な
解
釈
や

決
め
事
と
同
様
、
時
代
の

情
勢
に
対
応
し
て
見
直
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

　

ま
た
施
工
者
の
皆
さ
ん

だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
は

壁
紙
、
接
着
剤
等
の
施
工

資
材
類
な
ど
を
供
給
す
る

製
造
業
者
に
と
っ
て
も
、

こ
の
個
々
の
製
品
仕
様
を

順
守
し
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
防
火
施
工

管
理
者
の
方
は
ぜ
ひ
注
目

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

▼
施
工
が
認
定
の
条
件

　

な
お
ま
だ
防
火
壁
装
材

料
で
「
防
火
壁
装
材
料
の

標
準
施
工
法
」
が
施
工
方

法
の
標
準
と
す
る
記
載
が

あ
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ

は
平
成
13
年
以
前
の
通
則

的
認
定
に
基
づ
く
防
火
壁

装
材
料
は
、
施
工
条
件
と

し
て
認
定
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
現

在
は
通
則
的
認
定
の
移
行

認
定
品
が
こ
れ
に
該
当
す

る
。

　

見
分
け
方
は
、
認
定
番

号
が
９
０
０
０
番
台
の
も

の
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

な
お
、
こ
れ
は
防
火
壁
装

だ
け
で
な
く
他
の
石
膏
ボ

ー
ド
等
の
建
材
も
同
様

に
、
９
０
０
０
番
台
の
認

定
番
号
は
旧
認
定
か
ら
の

移
行
品
で
あ
る
。

③
壁
紙
と
壁
装
材

　

壁
紙
と
壁
装
材
と
い
う

点
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て

お
き
た
い
。
標
準
施
工
法

は
壁
紙
と
言
っ
て
お
り
、

共
通
仕
様
は
防
火
壁
装
と

言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
材

料
名
で
も
、
広
く
全
般
の

施
工
法
を
示
す
資
料
で
は

「
壁
紙
」
と
言
い
、
防
火

材
料
の
壁
紙
に
限
定
す
る

と
「
壁
装
材
」
と
言
っ
て

一
応
、使
い
分
け
て
い
る
。

テ
キ
ス
ト
等
に
も
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
だ
が
略
述

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

明
治
時
代
の
洋
風
建
築

の
内
装
仕
上
げ
材
と
し

て
、
紙
製
や
織
物
系
の
内

装
仕
上
げ
材
が
「
壁
紙
」

「
壁
布
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、

そ
の
後
、
壁
ク
ロ
ス
、
ビ

ニ
ル
ク
ロ
ス
な
ど
商
品
分

類
的
呼
称
と
、
壁
装
材
料

と
い
う
防
火
材
料
的
呼
称

と
か
が
混
在
し
、
整
理
さ

れ
ず
に
今
日
ま
で
来
て
い

る
。

　

そ
も
そ
も
壁
装
材
ま
た

は
壁
装
材
料
と
い
う
名
称

は
、
防
火
認
定
を
受
け
た

時
に
編
み
出
さ
れ
た
。
多

様
な
素
材
に
よ
る
壁
紙
類

の
認
定
申
請
を
想
定
し
た

時
に
、「
紙
」
が
名
称
に

つ
い
て
い
て
良
い
の
か
、

紙
製
の
壁
紙
に
限
定
さ
れ

る
よ
う
な
誤
解
を
催
さ
な

い
か
、繊
維
製
な
の
に「
壁

紙
」
と
は
お
か
し
い
の
で

は
な
い
か
、
と
今
風
に
言

え
ば
突
っ
込
み
ど
こ
ろ
満

載
の
状
態
で
あ
っ
た
よ
う

だ
。

　

結
局
、
防
火
壁
装
材
料

と
い
う
名
称
で
落
ち
着
い

た
。
し
か
し
、
ご
承
知
の

よ
う
に
、
た
だ
の
壁
装
材

料
と
言
う
と
我
々
の
業
界

で
は
「
壁
紙
」
の
よ
う
な

内
装
仕
上
げ
材
を
限
定
的

に
指
す
が
、
建
築
一
般
で

は
ウ
ォ
ー
ル
カ
バ
リ
ン
グ

ス
は
＝
壁
装
材
料
で
あ
っ

て
、
内
外
装
の
壁
面
装
飾

材
を
指
す
。
だ
か
ら
業
界

外
の
専
門
家
な
ど
か
ら
す

る
と
防
火
の
分
類
を
「
紙

壁
紙
」
と
か
「
ビ
ニ
ル
壁

紙
」
と
か
記
載
す
る
の
は

奇
妙
に
思
え
る
よ
う
だ
。

　

そ
こ
で
防
火
認
定
を
受

け
た
壁
紙
に
は
「
防
火
壁

装
材
料
」
と
称
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
は
、
Ｊ
Ｉ

Ｓ
の
名
称
は
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ａ 

６
９
２
２ 

壁
紙
」
と

な
っ
て
い
る
。
壁
紙
と
い

う
呼
称
に
執
着
す
る
方
々

も
多
い
と
聞
く
が
、
実
は

整
理
さ
れ
な
い
ま
ま
推
移

し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ

る
。
そ
れ
で
何
が
困
る
の

か
、
打
合
せ
の
時
に
困
る

等
の
例
は
あ
ろ
う
が
、
結

局
防
火
壁
装
で
あ
れ
ば
、

防
火
の
名
称
、
見
本
帳
分

類
の
呼
称
な
ど
で
通
用
さ

せ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
我
々
の
業
界

で
取
り
扱
う
内
装
仕
上
げ

材
を
「
壁
紙
」
と
称
す
る

が
、
こ
れ
は
広
い
意
味
で

の
一
般
名
称
と
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

連
載
を
続
け
て
１
年
８

カ
月
と
な
る
が
、
制
度
や

運
用
、
個
々
の
各
論
に
つ

い
て
ま
で
踏
み
込
む
と
ま

だ
ま
だ
細
か
い
と
こ
ろ
は

あ
る
も
の
の
防
火
壁
装
と

施
工
資
材
類
に
関
す
る

「
原
則
」「
基
本
」「
基
礎

知
識
」
等
の
要
素
は
ほ
ぼ

網
羅
し
た
と
思
う
。
タ
ッ

ク
式
に
つ
い
て
な
ど
予
告

し
て
触
れ
て
い
な
い
点
に

つ
い
て
は
次
号
で
整
理
さ

せ
て
い
た
だ
く
。
ま
た
今

後
の
課
題
な
ど
は
も
う
少

し
提
案
的
に
触
れ
ら
れ
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

壁
紙
な
ど
が
内
装
制
限
の

対
象
で
あ
る
不
燃
・
準
不

燃
等
の
防
火
材
料
と
し
て

指
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
製
造
業
者
は
そ
の
製

品
仕
様
の
研
究
を
当
時
の

建
設
省
建
築
研
究
所
と
行

っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
施

工
団
体
等
で
は
、
こ
れ
が

現
場
施
工
の
防
火
認
定
と

な
る
こ
と
か
ら
、
製
造
業

者
の
団
体
か
ら
情
報
提
供

と
同
時
に
標
準
施
工
法
の

制
定
の
要
請
を
受
け
て
、

当
時
の
施
工
団
体
の
中
枢

を
担
っ
て
い
た
施
工
団
体

等
の
幹
部
が
、
製
造
団
体

（
壁
装
材
料
協
会
）
に
協

力
す
る
形
で
整
備
さ
れ
た

も
の
が
「
壁
紙
標
準
施
工

法
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り

そ
れ
ま
で
は
壁
紙
独
自
の

標
準
施
工
法
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
ま
と
ま
っ
た

標
準
施
工
法
は
現
場
施
工

の
認
定
を
裏
付
け
る
も
の

と
し
て
当
時
の
建
設
省
の

担
当
課
に
も
提
出
さ
れ
、

了
承
さ
れ
た
。

　

直
張
り
工
法
に
特
化
し

た
も
の
の
、
各
種
の
下
地

と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
守
備
範
囲
の
広

さ
、
言
い
換
え
れ
ば
当
時

の
新
建
材
と
言
わ
れ
る
せ

っ
こ
う
ボ
ー
ド
な
ど
多
様

な
下
地
に
張
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
仕
上
げ
ニ
ー

ズ
の
多
様
性
に
応
え
ら
れ

た
。
裏
返
せ
ば
、
下
地
処

理
も
多
様
化
さ
せ
て
対
応

さ
せ
る
な
ど
、
経
験
と
技

能
に
裏
打
ち
さ
れ
た
施
工

仕
様
も
確
立
さ
れ
た
。

　

こ
れ
と
併
せ
て
現
在
も

行
わ
れ
て
い
る
防
火
講
習

制
度
、
登
録
制
度
等
の
実

施
が
、
現
場
で
認
定
仕
様

と
な
る
防
火
材
料
と
し
て

防
火
壁
装
の
認
定
制
度
を

当
初
か
ら
支
え
て
い
る
。

　

製
造
、
流
通
も
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
こ
の
制
度
を

支
え
て
い
る
の
は
も
ち
ろ

ん
で
あ
る
が
、
最
後
に
顧

客
に
、
こ
れ
が
防
火
材
料

で
す
、
と
し
て
世
の
中
に

供
給
で
き
る
の
は
防
火
施

工
管
理
者
だ
け
で
あ
る
。

▼
44
年
は
建
築
基
準
法
の

内
装
制
限
や
消
防
法
の
防

炎
規
制
が
強
化

　

防
火
と
防
炎
は
、
同
じ

時
期
に
そ
れ
ぞ
れ
制
度
が

具
体
化
し
、
前
者
で
は
壁

紙
や
塗
料
な
ど
が
内
装
制

限
の
対
象
と
な
る
こ
と
が

決
ま
り
、
現
在
の
防
火
壁

装
材
料
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
ご
承
知
の
よ
う
に
後

者
で
は
カ
ー
テ
ン
、
カ
ー

ペ
ッ
ト
な
ど
の
室
内
装
飾

品
の
難
燃
化
の
性
能
保
証

と
防
炎
物
品
の
普
及
が
図

ら
れ
た
。
両
者
は
ほ
ぼ
同

時
に
法
令
整
備
と
施
行
が

行
わ
れ
た
も
の
で
、
い
わ

ば
建
築
内
部
の
防
災
推
進

の
両
輪
と
言
え
る
。

　

防
火
は
躯
体
に
固
定
さ

http://www.nissouren.jp/oubo/
info201906a.html

　

防
火
壁
装
ラ
ベ
ル
に
関
す
る
疑
問
や

質
問
は
、
情
報
・
流
通
委
員
会
に
て
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ご
意
見
、
疑

問
、
取
り
上
げ
て
欲
し
い
テ
ー
マ
な
ど

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
い
た
だ
く
か
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
３
―
３
４
３

１
―
４
６
６
７
）
に
て
お

送
り
く
だ
さ
い
。

　

日
装
連
、
全
室
協
、
ジ

ェ
イ
シ
フ
の
内
装
３
団
体

で
運
営
す
る
登
録
内
装
仕

上
工
事
基
幹
技
能
者
推
進

協
議
会
は
、
登
録
内
装
仕

上
工
事
基
幹
技
能
者
講
習

の
名
古
屋
会
場
（
１
月
19

日
〜
21
日
）を
開
催
し
た
。

受
講
者
は
全
体
で
19
名
。

う
ち
日
装
連
関
係
者
は
５

名
だ
っ
た
。

　
「
登
録
内
装
仕
上
工
事
基

幹
技
者
」に
認
定
さ
れ
る
と

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
の
最
上
位
レ
ベ
ル

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
）
と
な

る
。ま
た
同
技
能
者
が
在
籍

す
る
会
社
は
、
経
営
事
項

審
査
で
３
点（
一
人
当
た

り
）の
評
価
ポ
イ
ン
ト
が
加

算
さ
れ
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

　

結
果
判
定
は
２

月
24
日
開
催
の
基

幹
技
能
者
試
験
・

講
習
合
同
委
員
会

で
行
わ
れ
る
。
な

お
今
後
は
千
葉

（
２
月
16
〜
18
日
）

に
て
実
施
予
定
。

登録内装仕上工事基幹技能者講習
名古屋会場で実施
日装連から5名受講

　

国
土
交
通
省
が
発
表
し

た
２
０
２
１
年
（
１
月
～

12
月
）
の
新
設
住
宅
着
工

戸
数
は
、
85
万
６
４
８
４

戸
（
前
年
同
期
比
５
・
０

％
増
）
と
５
年
ぶ
り
の
増

加
と
な
っ
た
。

　

種
別
で
は
持
家
が
28
万

５
５
７
５
戸
（
同
９
・
４

％
増
）
と
昨
年
の
減
少
か

ら
再
び
の
増
加
、
貸
家
が

32
万
１
３
７
６
戸（
同
４
・

８
％
増
）
と
４
年
ぶ
り
の

増
加
、
分
譲
住
宅
が
24
万

３
９
４
４
戸
（
同
１
・
５

％
増
）
と
昨
年
の
減
少
か

ら
再
び
の
増
加
と
な
っ

た
。
ま
た
分
譲
住
宅
の
う

ち
マ
ン
シ
ョ
ン
が
10
万
１

２
９
２
戸
（
同
６
・
１
％

減
）と
２
年
連
続
の
減
少
、

一
戸
建
住
宅
が
14
万
１
０

９
４
戸
（
同
７
・
９
％
増
）

と
昨
年
の
減
少
か
ら
再
び

の
増
加
と
な
っ
た
。

　

な
お
２
０
２
１
年
度

（
２
０
２
１
年
４
月
～
２

０
２
２
年
３
月
）
の
統
計

は
４
月
末
に
発
表
さ
れ
る

予
定
。

２
０
２
１
年
新
設
住
宅
着
工
戸
数

５
年
ぶ
り
増
加
の
85
万
６
４
８
４
戸

国
土
交
通
省

今さら聞けない
防火壁装の話
NEXT

山下洋一

20

﹁
標
準
施
工
法
﹂制
定
の
目
的
と
は

多
様
な
下
地
へ
の
施
工
仕
様
の
確
立

名古屋会場での講習

新設住宅（個数・前年比）
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川
島
織
物
セ
ル
コ
ン

は
、
複
層
ビ
ニ
ル
床
タ
イ

ル
「
Ｅ
Ｘ
Ａ
Ｆ
L
Ｏ
Ｏ
Ｒ

（
エ
グ
ザ
フ
ロ
ア
）」、
置

敷
き
ビ
ニ
ル
床
タ
イ
ル

「
Ｒ
Ｅ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｃ

Ｋ 

Ｅ
Ｘ
Ａ
（
リ
フ
ァ
イ

ン
バ
ッ
ク
エ
グ
ザ
）」、
お

よ
び
タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト

「
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｅ 

Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ

（
モ
ー
ド
ス
タ
イ
ル
）」、

「
Ａ
Ｒ
Ｔ 
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
（
ア

ー
ト
バ
ン
ク
）」、「
Ｃ
Ｏ

Ｌ
Ｏ
Ｒ 

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
（
カ

ラ
ー
バ
ン
ク
）」
の
新
作

を
発
売
し
た
。

　

斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
が
魅

力
の
ビ
ニ
ル
床
材
シ
リ
ー

ズ
「
Ｅ
Ｘ
Ａ
Ｆ
L
Ｏ
Ｏ

Ｒ
」
で
は
、
新
た
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
や
⼤
理
⽯
な
ど

の
⾒
慣
れ
た
素
材
の
柄
と

幾
何
学
模
様
を
掛
け
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
不
思
議
な

感
覚
を
楽
し
め
る
新
カ
テ

ゴ
リ
ー
「
Ｍ
Ｉ
Ｘ
Ｔ
Ｕ
Ｒ

Ｅ
」
を
追
加
し
た
他
、
セ

ラ
ミ
ッ
ク
タ
イ
ル
か
ら
の

　

サ
ン
ゲ
ツ
は
、
洗
練
さ

れ
た
デ
ザ
イ
ン
性
と
環
境

配
慮
を
両
立
し
た
プ
レ
ミ

ア
ム
な
カ
ー
ペ
ッ
ト
タ
イ

ル
見
本
帳
「
Ｄ
Ｔ 

２
０
２

ス
ミ
ノ
エ
は
、
３
月
１

日
～
８
月
31
日
の
期
間
中

に
オ
ー
ダ
ー
カ
ー
テ
ン
を

購
入
し
た
ユ
ー
ザ
ー
を
対

象
に
宝
塚
歌
劇
へ
招
待
す

る
「
宝
塚
歌
劇 

観
劇 

ご

招
待
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

実
施
す
る
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容

は
、
期
間
中
に
同
社
の
オ

ー
ダ
ー
カ
ー
テ
ン
「
Ｍ

Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
」、
お
よ
び

「
Ｕ

-

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
」
の
縫

製
品
（
ロ
ー
マ
ン
シ
ェ
ー

ド
含
む
／
ス
ミ
ノ
エ
ソ
ー

イ
ン
グ
で
の
メ
ー
カ
ー
縫

製
品
に
限
る
）
購
入
者
の

中
か
ら
抽
選
で
５
０
０

小
学
生
の
頃
、
裏
に
あ
る
川
で
小
チ

ヌ
（
ク
ロ
ダ
イ
の
幼
魚
）
を
釣
っ
た
。

釣
り
方
は
簡
単
。
近
所
の
釣
具
店
で
袋

に
入
っ
た
釣
り
セ
ッ
ト
を
購
入
。
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
円
錐
ウ
キ
に
ゴ
カ
イ
を

付
け
た
物
。
ウ
キ
が
沈
み
、
15
セ
ン
チ

程
の
小
チ
ヌ
が
釣
れ
た
。
そ
の
色
は
銀

色
で
背
び
れ
が
真
っ
す
ぐ
に
な
っ
て
い

て
、
魚
体
に
は
黒
い
ラ
イ
ン
が
入
っ
て

い
ま
し
た
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
カ
ッ
コ
イ

イ
と
カ
ブ
ト
虫
を
見
た
時
と
同
じ
く
ら

い
感
動
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
近
所
の
子
供
達
と
一
緒
に

波
止
釣
り
、
池
に
フ
ナ
、
ナ
マ
ズ
等
を

良
く
釣
り
に
出
か
け
ま
し
た
。そ
の
後
、

し
ば
ら
く
サ
ッ
カ
ー
少
年
に
な
っ
た
私

で
す
が
、
二
十
歳
く
ら
い
の
時
、
今
は

亡
き
父
と
久
し
ぶ
り
に
釣
行
。
チ
ヌ
を

釣
り
上
げ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
私
の

釣
り
人
生
に
再
び
火
が
付
き
ま
し
た
。

週
末
に
な
る
と
波
止
釣
り
に
通
い
、
そ

し
て
、
チ
ヌ
か
ら
グ
レ
（
メ
ジ
ナ
）
釣

り
へ
と
変
わ
り
、
磯
釣
り
を
は
じ
め
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
出
か
け
ま
し
た
。
釣

り
を
さ
れ
る
方
な
ら
分
か
る
と
思
い
ま

す
が
、
ウ
キ
が
消
え
る
瞬
間
、
何
と
も

言
え
ま
せ
ん
よ
ね
。
何
回
味
わ
っ
て
も

ド
キ
ド
キ
し
ま
す
。

釣
り
を
し
て
い
る
と
、
色
ん
な
自
然

体
験
が
出
来
ま
す
。
夜
明
け
前
に
磯
上

り
す
る
場
所
で
は
、空
を
見
上
げ
る
と
、

そ
の
夜
空
は
格
別
美
し
い
で
す
。
流
れ

星
が
数
分
間
隔
に
見
え
、
宇
宙
に
引
き

込
ま
れ
る
感
じ
に
な
り
、
前
澤
さ
ん
の

気
持
ち
が
少
し
分
か
る
様
な
気
分
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
愛
媛
県
の
磯
に
行
っ

た
時
、
沖
の
方
で
大
き
な
物
体
（
？
）

が
跳
ね
ま
し
た
。
ウ
キ
ば
か
り
見
て
い

た
の
で
確
認
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

イ
ル
カ（
？
）い
や
い
や
、ク
ジ
ラ（
？
）

と
に
か
く
大
き
か
っ
た
で
す
。
さ
ら
に

ウ
ミ
ガ
メ
は
良
く
見
か
け
、
優
雅
に
泳

い
で
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
餌
を
求
め
て

浮
上
し
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
地
球
温
暖

化
問
題
。
日
本
が
掲
げ
る
２
０
５
０
年

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
。
人
間
活

動
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
２
０
３
０

年
ま
で
に
46
％
削
減
は
出
来
る
で
し
ょ

う
か
。
集
中
豪
雨
、
森
林
火
災
、
台
風

等
の
自
然
災
害
も
大
き
く
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
す
で
に
積
極
的
な
企
業
で
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
等
の
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
難
し
い
こ
と
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
か
ら
の
世
代
に
美
し
い
地

球
、
住
み
や
す
い
地
球
を
受
け
継
い
で

行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

私
が
子
供
の
頃
体
験
し
た
小
チ
ヌ
釣

り
。
そ
し
て
磯
釣
り
体
験
が
、
い
つ
ま

で
も
平
和
に
出
来
る
よ
う
、
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
日
常
生
活
、
あ
る
い
は

会
社
か
ら
出
来
る
こ
と
を
は
じ
め
て
み

よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
徳
島
組
合
監
事
）

趣
味
か
ら
思
う
こ
と

徳
島
組
合
監
事　

龍
水
正
樹

談話
室

「
宝
塚
歌
劇 

観
劇 

ご
招
待
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

3
月
〜
8
月
末
ま
で
実
施

複層ビニル床タイル「EXAFLOOR」
タイルカーペット「MODE STYLE」他

新発売

デザイン性と環境配慮を両立
カーペットタイル見本帳「DT」新発売

「価値」と「快適性」を追求
壁紙見本帳「ルノンフレッシュ」新発売

スミノエ

川島織物セルコン

サンゲツ

ルノン

業
界
情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
適
し
た

新
サ
イ
ズ
を
追
加
、
さ
ら

に
一
部
商
品
に
は
バ
ッ
キ

ン
グ
材
に
使
⽤
済
み
の
タ

イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
廃
材

を
総
重
量
比
50
％
以
上
使

⽤
し
た
エ
コ
マ
ー
ク
認
定

品
「
Ｅ
Ｘ
Ａ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
」
に

変
更
可
能
な
オ
プ
シ
ョ
ン

も
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
、
環
境

配
慮
型
商
品
へ
の
ニ
ー
ズ

に
も
対
応
す
る
。

　

一
方
、
タ
イ
ル
カ
ー
ペ

ッ
ト
「
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｅ 

Ｓ
Ｔ

Ｙ
Ｌ
Ｅ
」
で
は
、
新
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
レ
ザ
ー

や
フ
ァ
ー
の
持
つ
躍
動
感

や
素
材
の
美
し
さ
を
表
現

し
た
「
レ
ザ
ー
」
を
追
加

し
た
。
そ
の
う
ち
「
シ
チ

リ
ア
レ
ザ
ー
」
は
抗
菌
・

制
菌
、
抗
ウ
イ
ル
ス
加
工

の
３
つ
の
Ｓ
Ｅ
Ｋ
マ
ー
ク

を
取
得
し
た
機
能
性
の
高

い
商
品
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
「
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｂ
Ａ

Ｎ
Ｋ
」
に
25
色
の
カ
ラ
ー

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
揃
え

た
「
サ
キ
ソ
ニ
ー
エ
コ
」

を
、「
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ 

Ｂ
Ａ

Ｎ
Ｋ
」
に
は
ベ
ー
シ
ッ
ク

で
使
い
や
す
い
新
ア
イ
テ

ム
を
追
加
し
た
。

　

こ
の
他
、
タ
イ
ル
カ
ー

ペ
ッ
ト
の
新
製
品
全
ア
イ

テ
ム
で
パ
イ
ル
に
水
平
循

環
型
リ
サ
イ
ク
ル
１
０
０

％
ナ
イ
ロ
ン
糸
を
使
用
、

バ
ッ
キ
ン
グ
（
裏
材
）
は

市
場
か
ら
回
収
し
た
使
用

済
み
タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト

の
廃
材
を
主
原
料
と
し
、

環
境
負
荷
の
大
幅
な
低
減

を
実
現
し
た
。

１

-

２
０
２
３
」
を
こ
の
ほ

ど
新
発
売
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
面
に
お
い
て

は
、
建
築
家
・
隈
研
吾
氏
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
「
伝

統
的
な
日
本
の
美
を
壁
紙
・

床
材
に
如
何
に
表
せ
る
か
」

を
テ
ー
マ
に
共
同
開
発
し

た
「
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｉ
Ｋ

Ａ
Ｒ
Ｉ
」
を
は
じ
め
、
都
市

の
街
並
み
と
光
の
反
射
か

ら
生
み
出
さ
れ
る
多
様
な

光
の
⾊
彩
や
重
な
り
を
リ

ズ
ミ
カ
ル
に
表
現
し
た
「
Ｄ

Ａ
Ｙ 

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｅ
」、
１
つ

の
シ
リ
ー
ズ
の
中
で
ブ
ル

ー
、
ホ
ワ
イ
ト
、
ミ
ッ
ク
ス

の
３
つ
の
カ
ラ
ー
と
デ
ザ

イ
ン
を
展
開
す
る
こ
と
で

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
魅
力

組
・
１
０
０
０
名
を
宝
塚

大
劇
場
・
星
組
公
演
（
11

月
公
演
）、
ま
た
は
東
京

宝
塚
劇
場
・
宙
組
公
演

（
11
月
公
演
）
に
招
待
す

る
も
の
（
開
催
日
時
は
５

月
以
降
に
発
表
）。

応
募
方
法
は
、
各
カ
ー

テ
ン
縫
製
ケ
ー
ス
の
中
に

入
っ
て
い
る
「
専
用
応
募

は
が
き
」
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
す
る
こ

と
。
カ
ー
テ
ン
１
枚
ご
と

に
シ
リ
ア
ル
ナ
ン
バ
ー
が

あ
り
、
シ
リ
ア
ル
ナ
ン
バ

ー
１
点
に
つ
き
１
口
の
応

募
が
で
き
る
。
応
募
締
切

は
９
月
15
日
。

や
可
能
性
を
追
求
し
た
「
Ｃ

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ 

Ｏ
Ｆ 

Ｓ
Ｃ
Ｅ

Ｎ
Ｅ
（
チ
ェ
ン
ジ
オ
ブ
シ
ー

ン
）」
な
ど
、
空
間
の
つ
な

が
り
や
奥
行
き
を
感
じ
さ

せ
る
デ
ザ
イ
ン
を
多
彩
に

展
開
す
る
。

　

環
境
面
で
は
、
裏
面
の
バ

ッ
キ
ン
グ
材
の
一
部
に
リ

サ
イ
ク
ル
素
材
を
使
用
し
、

表
面
の
パ
イ
ル
に
は
耐
久

性
・
耐
候
性
に
優
れ
た
原
着

ナ
イ
ロ
ン
、
漁
網
や
カ
ー
ペ

ッ
ト
廃
材
な
ど
を
使
用
し

た
１
０
０
％
リ
サ
イ
ク
ル

⽷
「
エ
コ
ニ
ー
ル
」
を
採
用

す
る
な
ど
、
全
点
を
環
境
配

慮
商
品
と
し
た
。

ル
ノ
ン
は
、
デ
ザ
イ
ン

と
機
能
性
商
品
を
充
実

し
、
さ
ら
に
不
燃
認
定
壁

紙
を
70
％
以
上
収
録
し
た

壁
紙
見
本
帳
「
ル
ノ
ン
フ

レ
ッ
シ
ュ
２
０
２
２

-

２

０
２
５
」を
新
発
売
し
た
。

新
「
ル
ノ
ン
フ
レ
ッ
シ

ュ
」
は
、
今
壁
紙
に
求
め

ら
れ
る
「
価
値
」
と
「
快

適
性
」
を
考
え
た
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
壁
紙
シ
リ
ー
ズ
。

そ
の
第
１
の
特
徴
が

「
空
気
を
洗
う
壁
紙
」
の

デ
ザ
イ
ン
シ
リ
ー
ズ
「
ク

ラ
フ
ト
ラ

イ
ン
」
を

３
年
ぶ
り

に
改
定
刷

新
し
た
点
。

「
ク
ラ
フ
ト 

ラ
イ
ン
」
は

工
芸
の
よ

う
な
風
合

い
、
日
本
の
風
景
や
四
季

を
感
じ
る
モ
チ
ー
フ
や
カ

ラ
ー
で
多
く
の
採
用
実
績

を
誇
る
人
気
シ
リ
ー
ズ
。

新
柄
は
天
然
織
物
調
シ
リ

ー
ズ
や
、
麻
や
シ
ル
ク
な

ど
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
モ
チ
ー

フ
を
再
現
し
た
４
柄
を
見

本
帳
巻
頭
に
掲
載
し
た
。

ま
た
「
空
気
を
洗
う
壁

紙　

抗
菌
・
撥
水
コ
ー
ト
・

表
面
強
化
（
不
燃
）」
は

抗
菌
性
を
追
加
し
デ
ザ
イ

ン
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、「
空

気
を
洗
う
壁
紙　

ア
ク
セ

ン
ト
／
ベ
ー
シ
ッ
ク
（
準

不
燃
）」
は
カ
ラ
ー
テ
ー

マ
別
に
分
類
し
人
気
の
サ

イ
ク
ル
消
臭
機
能
と
カ
ラ

ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
空

間
用
途
に
沿
っ
て
提
案
し

や
す
く
な
っ
た
。

こ
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
で

注
目
を
集
め
る
不
燃
の

「
抗
ウ
イ
ル
ス
壁
紙
」
を

全
12
点
収
録
、
さ
ら
に
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
表
現
し
た
「
ミ

リ
ク
ロ
ー
レ
ル
」、
人
気

の
カ
ラ
ー
シ
リ
ー
ズ
「
幼

児
の
城
」
の
抗
菌
・
汚
れ

防
止
壁
紙
な
ど
幅
広
い
デ

ザ
イ
ン
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
展
開
す
る
。

「EXAFLOOR」

「MODE STYLE」

リズミカルな「DAY′SCAPE」

キャンペーンチラシ

「クラフトライン」の新デザイン
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北
海
道

　

６
日　

仕
事
始
め
。

　

７
日　

理
事
会
案
内
Ｆ

Ａ
Ｘ
送
信
。

　

19
日　

理
事
会
案
内
延

期
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
。

　

24
日　

技
能
検
定
事
前

調
査
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
。

新

潟

　

17
日　

個
別
防
火
壁
装

講
習
会
。
１
名
が
受
講
。

講
師
・
小
菅
副
理
事
長
。

　

同
日　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

工
事
打
合
せ
（
新
潟
テ
ク

ノ
ス
ク
ー
ル
）。
坪
谷
理

事
長
が
出
席
。

　

19
日　

第
４
回
理
事
会

通
告
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）。

　

21
日　

新
年
会
（
12
名

参
加
予
定
・
中
止
と
な
り
、

３
月
４
日
に
延
期
）。

　

28
日　

理
事
会
に
つ
い

て
。
ま
ん
延
防
止
事
情
に

よ
る
半
数
以
上
の
欠
席
確

定
に
よ
り
ど
う
す
る
か
坪

谷
理
事
長
と
事
務
局
で
打

合
せ
。
急
遽
、
書
類
審
議

と
し
て
審
議
資
料
を
メ
ー

ル
で
送
付
。

富

山

　

６
日　

組
合
事
務
所
仕

事
始
め
。

　

11
日　

新
年
挨
拶
回

り
。
小
倉
理
事
長
、
川
西

副
理
事
長
、
平
岡
専
務
理

事
が
参
加
。

　

14
日　

定
例
役
員
会
・

新
年
初
顔
合
わ
せ
会
。（
写

真
別
掲
）

　

21
日　

執
行
部
・
三
支

部
長
打
合
せ
。
小
倉
理
事

長
、
川
西
副
理
事
長
、
金

井
副
理
事
長
、
苗
加
副
理

　

☆
14
日　

日
装
連
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
会
新
年
例
会
・

正
副
理
事
長
会
（
リ
モ
ー

ト
開
催
）。茨

城

　

５
日　

仕
事
始
め
。

　

19
日　

14
日
会
議
の
連

絡
会
議
。
白
田
理
事
長
、

小
野
瀬
専
務
理
事
、
事
務

局
山
口
氏
が
出
席
。

栃

木

　

６
日　

組
合
事
務
所
仕

事
始
め
。

　

７
日　

上
田
理
事
長
宛

て
令
和
３
年
12
月
末
の
月

次
決
算
及
び
今
後
の
収
支

予
想
報
告
。

　

19
日　

第
49
期
第
３
回

定
例
役
員
会
開
催
。
理
事

７
名
、監
事
１
名
が
出
席
。

議
題
・
令
和
３
年
度
「
法

定
防
火
壁
装
講
習
会
」
実

施
に
つ
い
て
。
＊
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
の
中
来
月

予
定
さ
れ
て
い
る
「
法
定

防
火
壁
装
講
習
会
」
を
実

施
す
べ
き
か
延
期
と
す
る

か
。
令
和
３
年
12
月
末
現

在
の
収
支
状
況
及
び
ラ
ベ

ル
発
行
状
況
に
つ
い
て
。

次
回
の
役
員
会
開
催
日
程

に
つ
い
て
。そ
の
他
連
絡
・

報
告
事
項
に
つ
い
て
。

　

25
日　

令
和
３
年
度
法

定
防
火
壁
装
講
習
会
申
し

込
み
締
め
切
り
日
。

群

馬

　

６
日　

仕
事
始
め
。

　

７
日　

会
報
誌
Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｓ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
№
61
発

行
。

　

同
日　

年
始
挨
拶
廻
り

（
職
能
開
、
中
央
会
）。

　

同
日　

１
月
度
理
事

会
、
役
員
新
年
会
。
青
木

理
事
長
他
21
名
、
事
務
局

中
川
氏
が
出
席
。

　

※
群
馬
県
が
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
の
適
用
を

国
に
申
請
し
た
こ
と
を
受

け
、
２
月
４
日
組
合
新
年

懇
親
会
を
中
止
決
定
。

　

21
日　

組
合
員
入
会
手

続
き
。
出
席
者
・
櫻
井
理

事
、
通
常
入
会
１
社
（
中

里
内
装
）、
組
合
員
へ
移

行
７
社
。

　

23
日　

日
本
内
装
仕
上

技
能
士
会
２
０
２
１
年
度

総
会
。
青
木
理
事
長
、
内

田
理
事
が
出
席
。

青

森

　

18
日　

対
馬
理
事
長
と

事
務
局
に
て
事
業
運
営
打

合
せ
。

　

26
日　

増
改
築
相
談
員

更
新
研
修
（
通
信
添
削
に

よ
る
）。
７
名
が
更
新
。　

岩

手

　

13
日　

岩
手
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
新
年
会
が

開
催
さ
れ
、
細
野
理
事
長

が
出
席
。

　

17
日　

石
綿
事
前
調
査

義
務
化
の
説
明
会
を
開

催
。組
合
員
41
名
が
出
席
。

岩
手
県
環
境
課
環
境
調
整

担
当
木
村
文
彦
氏
か
ら
説

明
を
う
け
た
。

　

24
、
25
日　

職
長
・
安

全
衛
生
責
任
者
教
育
講
習

会
開
催
。
講
師
・
吉
田
多

加
司
氏
。
29
名
が
受
講
。

宮

城

　

12 

日  

令
和
４
年
度
技

能
検
定
実
施
に
つ
い
て
電

話
打
合
せ
。
役
員
、
検
定

委
員
、
事
務
局
が
参
加
。

　

13
日　

宮
城
県
職
業
能

力
開
発
協
会
へ
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
系
床
仕
上
げ
」「
化

粧
フ
ィ
ル
ム
」
の
２
作
業

に
つ
い
て
令
和
４
年
度
技

能
検
定
試
験
実
施
要
望
を

提
出
。

秋

田

　

18
日　

中
小
企
業
団
体

中
央
会
の
新
春
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
及
び
新
年
賀
詞
交

歓
会
が
開
催
さ
れ
、
野
口

理
事
長
が
出
席
。

　

24
日　
「
防
炎
業
務
・

防
火
壁
装
施
工
管
理
者
講

習
会
」
の
更
新
及
び
新
規

受
講
者
に
講
習
会
案
内
を

発
送
。

山

形

　

７
日　

山
形
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
・
佐
藤
副

部
長
来
所
。
中
央
会
補
助

金
事
業
完
了
の
確
認
と
報

告
書
の
説
明
。

　

18
日　

源
泉
税
申
告
届

業
務
（
山
形
税
務
署
）。

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

　

28
日　

群
装
協
第
８
回

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
（
経

営
委
員
会
・
教
育
資
格
委

員
会
企
画
）
無
料
Ｌ
Ｉ
Ｖ

Ｅ
配
信
。【
担
当
】
講
師
・

小
澤
理
事
、
𣘺
本
副
理
事

長
、
櫻
井
理
事
、
青
木
理

事
長
、
渡
邉
副
理
事
長
、

高
橋
専
務
理
事
、
倉
持
理

事
。組
合
員
対
象
４
社（
７

名
）が
出
席
。テ
ー
マ
・「
図

面
を
知
ろ
う
！
そ
の
２
」。

埼

玉

　

６
日　

埼
玉
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
新
春
講
演

会
・
新
年
会
。
次
第
①
新

春
講
演
会
。
テ
ー
マ
・「
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
を
生
き
抜
く

た
め
の
人
脈
の
作
り
方
・

活
か
し
方
」。
講
師
・
株

式
会
社
カ
メ
リ
ア
代
表
取

締
役
佐
野
由
美
子
氏
②
新

年
会
。
出
席
者
・
大
附
理

事
長
、
飯
塚
理
事
相
談
役

（
埼
玉
織
物
工
業
協
同
組

合
理
事
長
）。

　

14
日　

組
合
西
ブ
ロ
ッ

ク
会
開
催
。
議
題
・
役
員

改
選
に
つ
い
て
、そ
の
他
。

８
名
が
出
席
。

　

17
日　

組
合
北
ブ
ロ
ッ

ク
会
開
催
。
議
題
・
役
員

改
選
に
つ
い
て
、そ
の
他
。

５
名
が
出
席
。

　

18
日　

総
務
委
員
会
開

催
。
議
題
・
組
合
ブ
ロ
ッ

ク
割
再
編
成
の
検
討
。
小

池
総
務
委
員
長
、
大
附
理

事
長
、角
田
理
事
相
談
役
、

飯
塚
理
事
相
談
役
、
事
務

局
が
出
席
。

　

21
日　

青
年
部
第
10
回

役
員
会
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開

催
）。
会
長
、
副
会
長
、

各
委
員
会
委
員
長
が
出

席
。

　

25
日　

第
５
回
情
報
委

山
口
事
務
員
対
応
。

　

同
日　

年
末
調
整
税
等

申
告
届
業
務
（
山
形
市
役

所
）。
山
口
事
務
員
対
応
。

　

20
日　

県
中
央
会
へ
令

和
３
年
度
取
引
力
強
化
推

進
事
業
の
実
績
報
告
書
等

書
類
を
提
出
。

　

28
日　

県
中
央
会
へ
推

進
事
業
補
助
金
清
算
払
請

求
書
を
提
出
。

福

島

　

14
日　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

更
新
。

　

21
日　

県
北
支
部
新
年

会
（
中
止
）。

　

25
日　

県
中
央
会
組
合

監
査
指
導
を
受
け
今
後
に

つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
。
参

加
者
・
名
畑
理
事
長
、
梅

原
専
務
理
事
、本
田
顧
問
、

羽
田
前
事
務
局
長
、
事
務

局
。

　

同
日　

事
務
局
の
電
話

機
に
つ
い
て
福
島
リ
コ
ピ

ー
と
打
ち
合
わ
せ
。

員
会
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催
）。

議
題
・
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ク
セ
ス
状
況
解
析
。
間

山
情
報
委
員
長
、
田
村
理

事
相
談
役
、
㈱
イ
ム
デ
ッ

ク
ス
高
橋
氏
、
事
務
局
が

出
席
。

　

26
日　

組
合
東
ブ
ロ
ッ

ク
会
開
催
。
議
題
・
役
員

改
選
に
つ
い
て
、そ
の
他
。

４
名
が
出
席
。

　

同
日　

組
合
中
央
ブ
ロ

ッ
ク
会
開
催
。
議
題
・
役

員
改
選
に
つ
い
て
、
そ
の

他
。
５
名
が
出
席
。

　

27
日　

埼
玉
県
内
装
仕

上
施
工
技
能
士
会
と
の
合

同
新
年
賀
詞
交
歓
会
（
中

止
）。

　

同
日　

青
年
中
央
会
第

10
回
役
員
会
（
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
開
催
）
に
本
木
副
理

事
長
が
出
席
。

　

28
日　

青
年
部
臨
時
総

会
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開

催
）。
議
題
・
令
和
４
年

度
役
員
承
認
の
件
。
令
和

４
年
度
事
業
計
画
承
認
の

件
。
令
和
４
年
度
予
算
承

認
の
件
。会
場
参
加
５
名
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
参
加
11
名
、
委

任
状
９
名
。

　

同
日　

業
界
研
究
セ
ミ

ナ
ー
Ⅲ
。
主
催
・
埼
玉
県

女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
。
内
容
・
参
加
者
向
け

セ
ミ
ナ
ー
、
業
界
団
体
代

表
者
の
話
、
参
加
企
業
Ｐ

Ｒ
、
参
加
者
と
企
業
の
交

流
。
大
附
理
事
長
、
間
山

副
理
事
長
、事
務
局
参
加
。

千

葉

　

５
日　

仕
事
始
め
。

　

７
日　

神
谷
千
葉
市
長

表
敬
訪
問
（
千
葉
市
庁

舎
）。
理
事
長
、
事
務
局
、

中
小
企
業
団
体
中
央
会
菅

井
主
幹
他
。官
公
需
工
事
、

千
葉
市
に
お
け
る
建
設
作

業
に
つ
い
て
等
々
。

　

13
日　

税
理
士
に
よ
る

会
計
状
況
確
認
。税
理
士
、

理
事
長
、
事
務
局
に
よ
り

会
計
状
況
確
認
。

　

14
日　

随
時
実
施
技
能

検
定
内
装
仕
上
げ
施
工
。

検
定
員
・
菅
沼
氏
、
川
村

氏
、
高
橋
氏
。
12
名
が
受

検
。

　

17
日　

総
務
委
員
会
を

開
催
。
理
事
長
、
西
澤
副

理
事
、
事
務
局
が
出
席
。

委
員
会
企
画
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
登

録
に
つ
い
て
。
バ
ッ
ジ
作

成
に
つ
い
て
。

　

18
日　

千
葉
県
職
業
能

力
開
発
促
進
大
会
。【
技

能
検
定
委
員
功
労
者
】
表

彰
者
・
磯
野
冨
生
氏
（
㈱

誠
健
産
業
）。【
も
の
づ
く

り
マ
イ
ス
タ
ー
】
菅
沼
金

吾
氏
、
齋
藤
勇
人
氏
、
鈴

木
浩
司
氏
（
㈱
リ
ン
ク
ス

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）、

八
木
下
明
氏
、
勝
股
教
示

氏
（
㈲
チ
ー
ム
エ
フ
）、

佐
久
間
広
和
氏
（
㈱
双
葉

ア
メ
ニ
テ
ィ
）、
高
津
翔

太
氏
（
㈲
チ
ー
ム
エ
フ
）。

東

京

　

17
日　

広
報
委
員
会
・

環
境
研
究
会
合
同
会
議
開

催
（
リ
モ
ー
ト
）。
委
員

長
以
下
６
名
、
事
務
局
２

名
の
参
加
に
よ
る
リ
モ
ー

ト
会
議
。
組
合
新
聞
１
月

号
の
振
り
返
り
、
２
月
号

の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し

た
ほ
か
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
改
善
点
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
た
。

　

19
日　

正
・
副
理
事
長

会
開
催
。
理
事
長
、
副
理

事
長
４
名
、
事
務
局
２
名

事
長
、
平
岡
専
務
理
事
、

内
山
支
部
長
、
黒
坂
支
部

長
、宝
田
支
部
長
が
出
席
。

石

川

　

12
日　

三
役
会
を
開

催
。
議
題
・
１
月
19
日
第

５
回
理
事
会
に
つ
い
て

他
。
３
役
３
名
が
出
席
。

　

19
日　

三
役
会
を
開

催
。
議
題
・
第
５
回
理
事

会
に
つ
い
て
。
そ
の
他
。

３
役
４
名
が
出
席
。

　

同
日　

第
５
回
理
事
会

を
開
催
。
議
題
・
各
部
会

報
告
。
12
月
末
収
支
状
況

に
つ
い
て
。
各
種
依
頼
に

つ
い
て
。
そ
の
他
。
理
事

14
名
が
出
席
。

　

24
日　

令
和
４
年
度
技

が
出
席
。
令
和
４
年
度
事

業
計
画
お
よ
び
予
算
案
に

つ
い
て
方
向
性
を
確
認
し

た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
通
常
総
会
の
開
催

方
法
に
つ
い
て
検
討
、
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改
善
等

に
つ
い
て
も
確
認
。

三
多
摩

　

19
日　

総
務
委
員
会
開

催
。
委
員
３
名
、他
１
名
、

合
計
４
名
が
出
席
。内
容
・

定
款
、
規
約
検
討
。

　

同
日　

理
事
会
を
開

催
。
理
事
７
名
、
監
事
１

名
が
出
席
。
内
容
・
各
委

員
会
報
告
。
審
議
事
項
。

そ
の
他
。

　

20
日　

企
画
委
員
会
を

開
催
。
委
員
３
名
、
他
１

名
が
出
席
。
内
容
・
イ
ン

テ
リ
ア
ジ
ャ
ー
ナ
ル
Ｖ
ｏ

ｌ
．
３
、４
編
集
会
議
。

神
奈
川

　

６
日　

仕
事
始
め
。

　

同
日　

神
奈
川
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
賀
詞
交

歓
会
に
渡
邊
専
務
理
事
、

事
務
局
が
出
席
。

　

７
日　

会
報
誌
「
イ
ン

テ
リ
ア
神
奈
川
１
月
号
」

発
刊
。
内
容
・
新
年
挨

拶
、
変
わ
る
今
年
の
法
改

正
、
相
談
に
役
立
つ
ツ
ー

ル
他
。

　

19
日　

神
装
協
リ
モ
ー

ト
新
年
互
礼
会
。
内
容
・

劇
場
版
新
年
祝
賀
会
（
賀

詞
交
換
、
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ

ー
ト
、
ド
リ
ー
ム
抽
選
会

他
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）。

33
名
が
参
加
。

　

26
日　

令
和
３
年
度
防

火
壁
装
講
習
会
（
臨
時
・

新
規
）。
講
師
・
渡
邊
専

務
理
事
。
新
規
取
得
１
名

が
受
講
。

　

27
日　

中
央
会
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
対
策
セ
ミ
ナ
ー

に
渡
邊
専
務
理
事
が
参

加
。
内
容
・
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
説
明
及
び
業
務
指

導
。

　

28
日　

令
和
３
年
度
防

火
壁
装
講
習
会
（
臨
時
・

新
規
）。
講
師
・
渡
邊
専

務
理
事
。
新
規
取
得
１
名

が
受
講
。山

梨

　

13
日　

山
梨
県
職
業
能

力
開
発
協
会
令
和
３
年
度

第
２
回
理
事
会
に
桜
井
理

事
長
が
出
席
。

能
ま
つ
り
に
つ
い
て
打
ち

合
わ
せ
。【
出
席
者
】
石

川
県
職
業
能
力
開
発
協

会
・
浅
井
専
務
理
事
、
佐

藤
氏
。
組
合
・
宮
理
事
長
、

林
副
理
事
長
、
岩
田
工
事

部
長
。

　

27
日　

石
川
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
「
新
し
い

総
会
制
度
導
入
セ
ミ
ナ

ー
」。
髙
野
専
務
理
事
が

出
席
。

福

井

　

６
日　

新
明
神
社
新
年

ご
祈
祷
。
三
役
４
名
、
事

務
局
２
名
が
参
加
。

　

28
日　

新
春
互
礼
会

（
中
止
）。長

野

　

６
日　

仕
事
始
め
。

　

11
日　

中
央
会
よ
り
依

頼
の
景
況
等
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
三
役
、
支
部

長
に
発
信
。

　

20
日　

令
和
４
年
度
、

５
年
度
選
出
役
員
提
出
用

書
式
を
支
部
長
に
発
信
。

　

21
日　

中
信
支
部
新
年

会
（
中
止
）。

北日装連単組
レポート

か
らか南
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北
海
道
ブ
ロ
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ッ
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関
東
ブ
ロ
ッ
ク

富山組合 14日　定例役員会、新年初顔合わせ会
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鳥

取

　

記
載
事
項
な
し

し
ま
ね

　

19 
日　

国
交
省
中
国

地
方
整
備
局
中
国
地
方
建

設
業
社
会
保
険
加
入
推

進
・
処
遇
改
善
協
議
会
会

議
（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）。

　

26 

日　

組
合
三
役
会

を
開
催
。
役
員
６
名
（
三

島
理
事
長
、
岡
副
理
事

長
、
長
岡
副
理
事
長
、
内

田
専
務
理
事
、
細
木
相
談

役
、
太
田
経
営
活
性
化
委

員
会
委
員
長
）、
事
務
局

の
計
７
名
が
出
席
。内
容
・

新
年
度
役
員
改
選
に
つ
い

て
。
そ
の
他
。

岡

山

　

17
日　

岡
山
県
中
央
会

主
催
の
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
対
応
セ
ミ
ナ
ー
」
が
あ

滋

賀

　

４
日　

仕
事
始
め
。

　

５
日　

組
合
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
が
完
成
。

　

７
日　

大
阪
組
合
新
年

祝
賀
会
に
理
事
長
が
出

席
。

　

12
日　

兵
庫
組
合
創
立

60
周
年
記
念
式
に
理
事
長

が
出
席
。

　

28
日　

新
年
親
睦
会

（
コ
ロ
ナ
で
中
止
）。

京

都

　

７
日　

大
阪
室
内
装
飾

事
業
協
同
組
合
新
年
祝
賀

会
に
細
井
理
事
長
が
出

席
。

　

12
日　

兵
庫
県
室
内
装

飾
事
業
協
同
組
合
新
年
互

例
会
・
組
合
創
立
60
周
年

記
念
式
に
細
井
理
事
長
が

出
席
。

　

28
日　

京
技
連
京
都
府

技
能
士
会
連
合
会
第
7
回

三
役
会
、
京
技
連
第
１
回

京
都
グ
ラ
ン
プ
リ
実
行
委

員
会
に
技
能
士
会
植
松
会

長
、
林
副
会
長
、
井
上
副

会
長
が
出
席
。

大

阪

　

７
日　

新
年
祝
賀
会
開

催
。
コ
ロ
ナ
禍
の
早
期
終

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

中
国
ブ
ロ
ッ
ク

九
州
ブ
ロ
ッ
ク

沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク

沖

縄

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
・
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
爆
発

的
な
流
行
に
よ
り
、
１
月
に

計
画
し
て
い
た
勉
強
会
等
組

合
行
事
は
中
止
。

焉
と
新
た
な
飛
躍
の
年
と

な
る
よ
う
誓
い
あ
う
べ

く
、
組
合
員
・
来
賓
・
賛

助
会
員
１
０
３
名
が
出
席

し
た
。

　

16
日　

青
年
部
会
「
お

仕
事
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
。

於
・
花
博
記
念
公
園
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
ホ
ー
ル
。
近
隣
の

児
童
を
対
象
に
、
建
設
関

連
の
仕
事
を
体
験
し
て
も

ら
う
催
し
「
お
仕
事
体
験

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
へ
参

加
。
青
年
部
会
と
し
て
は

ク
ロ
ス
貼
り
体
験
コ
ー
ナ

ー
を
担
当
し
、
多
く
の
子

供
た
ち
が
実
際
に
ク
ロ
ス

の
施
工
を
体
験
し
た
。

兵

庫

　

12
日　

理
事
会
を
開

催
。
組
合
創
立
60
周
年
記

念
式
・
新
年
互
例
会
、
式

進
行
最
終
確
認
。

　

同
日　

組
合
創
立
60
周

年
記
念
式
・
令
和
４
年
新

年
互
例
会
。
昨
年
５
月
開

催
予
定
の
記
念
式
コ
ロ
ナ

影
響
に
て
順
延
の
為
、
互

礼
会
と
同
日
開
催
。
県
、

市
、
関
係
団
体
、
日
装
連
、

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
組
合
、
賛

助
会
員
・
組
合
員
各
位

１
１
５
名
に
出
席
い
た
だ

徳

島

　

５
日　

経
済
５
団
体
新

年
祝
賀
会
。

　

13
日　

防
火
壁
装
・
防

炎
業
務
追
加
講
習
会
開

催
。
講
師
・
安
永
副
理
事

長
。
２
名
が
受
講
。

　

15
～
16
日　

在
職
者
訓

練
。
５
名
が
受
講
。

　

21
日　

役
員
会
・
新
春

互
礼
会
（
中
止
）。

香

川

　

※
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
為
、
第
３
４
３

回
理
事
会
、
令
和
４
年
新

春
祝
賀
会
、
賛
助
会
員
懇

談
会
の
開
催
を
中
止
。　

愛

媛

　

５
日　

組
合
事
務
局
仕

事
始
め
。

　

新
年
挨
拶
ま
わ
り
（
関

係
団
体
等
・
中
止
）。

　

12
日　

防
火
壁
装
、
防

炎
業
務
講
習
会
。
講
師
・

須
川
理
事
長
、
藤
井
副
理

事
長
、
菅
副
理
事
長
、
中

村
理
事
。
40
名
が
受
講
。

　

15
日　

外
国
人
派
遣
労

働
者
の
技
能
検
定
（
表

装
）。
講
師
・
宮
内
副
理

事
長
、
武
智
専
務
理
事
。

（
外
国
人
受
験
者
）
２
名

が
受
検
（
写
真
別
掲
）。

高

知

　

７
日　

定
例
理
事
会
を

開
催
。
議
題
・
各
委
員
会

開
催
等
に
つ
い
て
。結
果
・

来
年
度
事
業
計
画
案
等
の

検
討
。
久
保
理
事
長
他
９

名
が
出
席
。

　

11
日　

防
火
壁
装
標
準

施
工
資
格
講
習
会
講
師
打

合
せ
。
内
容
・
防
火
壁
装

標
準
施
工
資
格
講
習
会
の

講
習
内
容
確
認
。
田
村
教

育
副
委
員
長
他
３
名
が
出

席
。

　

15
日　

防
火
壁
装
標
準

施
工
資
格
講
習
会
を
開

催
。
内
容
・
高
知
消
防
署

予
防
課
よ
り
講
師
を
迎
え

講
習
。
50
名
が
参
加
。

　

21
日　

高
装
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
説
明
会
を
開
催
。

内
容
・
Ｈ
Ｐ
投
稿
方
法
の

説
明
会
。
秋
波
専
務
理
事

他
３
名
が
出
席
。

　

同
日　

高
装
協
施
工
委

四
国
ブ
ロ
ッ
ク

き
開
催
。

　

17
日　

建
災
防
家
本
事

務
局
長
、
青
木
理
事
長
面

談
。

奈

良

　

７
日　

大
阪
組
合
新
年

祝
賀
会
に
平
郡
理
事
長
が

出
席
。

　

12
日　

兵
庫
県
組
合
創

立
60
周
年
記
念
式
典
に
平

郡
理
事
長
が
出
席
。

　

14
日　

新
年
理
事
会
・

新
年
会
開
催
。理
事
役
員
、

監
査
、
次
世
代
２
名
、
事

務
局
が
出
席
。

　

27
日　

三
役
会
議
を
開

催
。
平
郡
理
事
長
、
乾
副

理
事
長
、安
田
副
理
事
長
、

播
専
務
理
事
が
出
席
。

和
歌
山

　

13
日　

情
報
・
流
通
委

員
会
新
聞
編
集
会
議
（
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
会
議
）。
浦
口
副

理
事
長
が
出
席
。

　

19
日　

令
和
３
年
度
防

炎
業
務
・
防
火
壁
装
施
工

管
理
者
講
習
会
。出
席
者
・

受
講
者
45
名
、
会
場
ス
タ

ッ
フ
11
名
、
事
務
局
。

　

同
日　

定
例
理
事
会
を

開
催
。
早
水
理
事
長
他
12

名
（
早
水
理
事
長
、
浦
口

副
理
事
長
、
山
本
副
理
事

長
、
東
端
専
務
理
事
、
安

中
理
事
、
西
山
理
事
、
尾

石
理
事
、
渋
江
理
事
、
谷

本
理
事
、
土
居
理
事
、
畑

理
事
、
松
坂
理
事
、
事
務

局
）
が
出
席
。

福

岡

　

６
日　

福
岡
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
へ
月
次
情

報
連
絡
票
（
12
月
分
）
を

作
成
し
提
出
。

　

12
日	

福
岡
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
令
和
３

年
度
補
助
金
申
請
内
容
と

添
付
資
料
の
最
終
確
認
打

合
せ
。

　

13
日	

防
火
壁
装
、
防

炎
業
務
講
習
会
。
77
名
が

受
講
。（
三
密
回
避
の
た

め
午
前
と
午
後
に
分
け
て

開
催
）。
講
師
・
防
火
壁

装
は
福
装
協
廣
瀬
副
理
事

長
、
防
炎
業
務
は
防
炎
協

会
古
賀
所
長
。

　

14
日　

12
月
度
月
次
決

算
書
チ
ェ
ッ
ク
及
び
今
年

度
の
見
通
し
作
成
。

　

19
日　

技
能
士
会
連
合

会
新
規
マ
イ
ス
タ
ー
認
定

証
伝
達
式
～
祝
賀
会
（
コ

ロ
ナ
状
況
を
鑑
み
欠
席
）。

　

25
日　

福
岡
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
Ｔ
Ｏ
Ｐ
セ

ミ
ナ
ー
（
村
上
理
事
長
が

出
席
予
定
で
あ
っ
た
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
変

更
）。

佐

賀

　

６
日　

理
事
長
・
事
務

局
打
ち
合
わ
せ
。

　

17
日　

決
算
見
込
み
資

料
作
成
。

　

31
日　

理
事
長
・
事
務

局
打
ち
合
わ
せ
。

長

崎

　

27
日　

令
和
４
年
新
年

互
礼
会
（
中
止
）。

　

31
日　

組
合
ホ
ー
ム
ぺ

ー
ジ
更
新
。

熊

本

　

11
日　
（
一
社
）
熊
本

県
技
能
士
会
連
合
会
建
設

専
門
工
事
業
部
会
意
見
交

換
会
・
懇
親
会
に
中
野
理

事
長
、
新
原
専
務
理
事
が

出
席
。

　

21
日　

熊
本
県
建
築
協

会
熊
本
県
と
の
意
見
交
換

会
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
。
理
事
10
名
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
。

　

24
日　

熊
本
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
面
談
。
事

務
局
坂
田
氏
が
参
加
。

大

分

　

12
日　

令
和
４
年
新
年

互
礼
会
（
中
止
）。

　

26
日　

大
分
県
室
内
装

飾
事
業
（
協
）
だ
よ
り 

第
38
号
発
行
。

　

28
日　

組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
更
新
。

宮

崎

　

15
日　

令
和
４
年
新
年

会
（
中
止
）。

　

17
日　

年
末
調
整
の
報

告
。
当
組
合
の
顧
問
税
理

士
・
事
務
局
長
が
出
席
。

　

20
日　

宮
崎
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
担
当
者
来

訪
。
事
務
長
が
出
席
。
助

成
事
業
に
つ
い
て
の
案

内
。
内
容
・
取
引
力
強
化

推
進
事
業
（
組
合
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
成
）に
つ
い
て
。

組
合
等
経
営
力
強
化
支
援

事
業
に
つ
い
て
。

　

25
日　

令
和
３
年
度
第

２
回
理
事
会
及
び
新
春
交

流
会
（
延
期
）。

　

26
日　

会
計
帳
簿
・
書

類
等
点
検
確
認
。
松
本
理

事
長
が
出
席
。

　

同
日　

宮
装
協
組
織
図

の
内
容
確
認
、
作
成
依
頼

（
壁
面
用
）。松
本
理
事
長
、

事
務
長
が
出
席
。

　

27
日　

通
帳
残
高
及
び

帳
簿
残
高
の
照
合
確
認

（
12
月
分
）。
会
計
責
任
者

中
村
副
理
事
長
が
出
席
。

鹿
児
島

　

５
日　

中
央
会
年
始
会

に
迫
田
副
理
事
長
出
席
。

　

同
日　
「
イ
ン
テ
リ
ア

か
ご
し
ま
」 

第
78
号
新
聞

発
送
。

　

※
組
合
理
事
会
・
新
年

会
は
中
止
。

り
、
組
合
員
が
数
社
参
加

し
た
。

広

島

　

13
日　

広
島
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
事
務
局
代

表
者
協
議
会
・
監
査
。
事

務
局
長
が
出
席

　

19
日　

中
国
地
方
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
処
遇
改
善
推
進
協
議
会

（
リ
モ
ー
ト
）。
事
務
局
長

が
出
席
。

　

27
日　

事
業
委
員
会
を

開
催
（
リ
モ
ー
ト
開
催
）。

岡
田
副
理
事
長
ほ
か
３
名

が
出
席
。山

口

　

22
日　

令
和
３
年
度
第

２
回
役
員
会
を
開
催
。
役

員
改
選
、
決
算
見
通
し
、

５
月
の
総
会
な
ど
に
つ
い

て
協
議
。

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

岐

阜

　

12
日　

次
期
改
選
に
つ

き
岐
阜
支
部
理
事
選
出
選

挙
の
開
票
。
組
合
執
行

部
、
岐
阜
支
部
長
他
が
出

席
。
内
容
・
事
前
に
岐
阜

支
部
組
合
員
に
投
票
用
紙

を
送
り
、
選
挙
で
投
票
い

た
だ
い
た
件
に
つ
い
て
開

票
し
、理
事
を
選
出
す
る
。

　

同
日　

常
任
理
事
会
を

開
催
。
橋
本
理
事
長
、
神

座
副
理
事
長
、
虫
賀
副
理

事
長
、
江
口
会
計
理
事
が

出
席
。
内
容
・
理
事
会
に

つ
い
て
。
組
合
加
入
申
込

者
に
つ
い
て
。
役
員
改
選

に
つ
い
て
。
そ
の
他
。

　

13
日　

令
和
３
年
度
第

２
回
防
火
壁
装
講
習
会
、

防
炎
業
務
講
習
会
を
開

催
。
講
師
・
富
田
副
委
員

長
、
堀
副
委
員
長
。
７
名

が
受
講
（
全
員
３
年
間
の

資
格
を
取
得
）。

　

18
日　

第
２
２
５
回
理

事
会
を
開
催
。
橋
本
理
事

長
他
16
名
が
出
席
。内
容
・

各
委
員
会
並
び
に
各
支
部

等
報
告
。
令
和
３
年
度
仮

決
算
に
つ
い
て
。
岐
装
協

一
人
親
方
に
つ
い
て
。
新

規
組
合
加
入
者
承
認
に
つ

い
て
。
役
員
改
選
に
つ
い

て
。
組
合
慶
弔
内
規
改
訂

に
つ
い
て
。
第
52
回
通
常

総
会
に
つ
い
て
。そ
の
他
。

静

岡

　

12
日　

令
和
４
年
新
年

賀
詞
交
歓
会
。
静
岡
県
中

小
企
業
団
体
中
央
会
、
主

催
に
て
実
施
。
鷹
尾
理
事

長
、
遠
藤
副
理
事
長
、
小

林
副
理
事
長
が
出
席
。

　

14
日　

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

新
年
顔
合
わ
せ
会
（
中

止
）。

　

26
日　

２
０
２
１
年
度

第
４
回
総
務
委
員
会
（
中

止
）。

　

同
日　

２
０
２
１
年
度

第
４
回
理
事
会
、
新
年
会

（
中
止
）。

　

※
１
月
は
新
型
コ
ロ
ナ

（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
）
に
よ

り
各
会
議
、
行
事
等
が
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

愛

知

　

６
日　

仕
事
始
め
。

　

同
日　

常
任
理
事
会
開

催
。
内
容
・
新
年
初
顔
合

わ
せ
会
事
前
打
合
せ
。
各

会
議
の
資
料
確
認
。

　

11
日　

愛
知
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
新
年
祝
賀

会
に
鈴
木
理
事
長
が
出

席
。

　

13
日　

日
装
連
情
報
・

流
通
委
員
会
新
聞
編
集
会

議
（
リ
モ
ー
ト
会
議
）
に

鈴
木
理
事
長
が
出
席
。

　

14
日　

第
３
７
２
回
理

事
・
役
員
会
開
催
。
内
容
・

入
会
、
退
会
承
認
の
件
。

令
和
４
年
度
年
度
防
炎
業

務
、
防
火
壁
装
講
習
会
開

催
の
件
。各
委
員
会
報
告
。

　

同
日　

第
１
回
理
事
選

考
委
員
会
開
催
。
内
容
・

委
員
長
選
出
の
件
。

　

同
日　

第
２
回
総
代
選

出
選
挙
管
理
委
員
会
開

催
。
内
容
・
進
行
チ
ャ
ー

ト
変
更
の
件
。

　

19
～
21
日　

登
録
内
装

仕
上
工
事
基
幹
技
能
者
登

録
講
習
会
名
古
屋
会
場
。

４
名
が
出
席
。

三

河

　

13
日　

日
装
連
情
報
・

流
通
委
員
会
新
聞
編
集
会

議
。
高
柳
理
事
長
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
出
席
。

　

14
日　

愛
装
協
新
年
会

（
中
止
）。

　

19
日　

理
事
会
開
催
。

議
題
・
三
装
協
だ
よ
り
結

果
に
つ
い
て
。
リ
フ
ォ
ー

ム
講
習
会
に
つ
い
て
。
理

事
会
で
の
課
題
に
つ
い

て
。
そ
の
他
。

　

26
日　

リ
フ
ォ
ー
ム
講

習
会
（
中
止
）。

三

重

　

記
載
事
項
な
し

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
１
月

は
理
事
会
は
開
催
せ
ず
。

員
会
を
開
催
。
議
題
・
令

和
４
年
度
の
事
業
計
画
案

等
に
つ
い
て
。
結
果
・
検

定
他
計
画
案
を
決
定
。
関

田
施
工
委
員
長
他
３
名
が

出
席
。

　

25
日　

定
例
四
役
会
を

開
催
。
議
題
・
総
会
日
程

に
つ
い
て
。
結
果
・
理
事

会
で
検
討
。
久
保
理
事
長

他
３
名
。

　

同
日　

卸
屋
会
を
開

催
。
議
題
・
一
人
親
方
保

険
脱
退
の
方
の
対
応
。
結

果
・
脱
退
申
込
書
の
提
出

を
促
す
。
卸
屋
４
社
、
組

合
・
久
保
理
事
長
他
３
名

が
出
席
。

愛媛組合 15日　外国人派遣労働者の技能検定
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近
年
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の

関
心
度
が
飛
躍
的
に
高
ま

っ
て
い
る
。
大
手
企
業
で

は
環
境
対
策
か
ら
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
製
品
開
発
、
働

き
方
改
革
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
企
業
活
動
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
結
び
付
け
ら
れ
、
そ
れ

を
大
手
メ
デ
ィ
ア
は
時
代

の
最
先
端
と
し
て
連
日
紹

介
す
る
。
あ
る
い
は
学
校

教
育
に
お
い
て
は
、
小
・

中
・
高
校
生
は
授
業
で
も

教
え
ら
れ
、
社
会
課
題
を

当
た
り
前
に
意
識
す
る

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ネ
イ
テ
ィ
ブ
」

と
し
て
成
長
し
て
い
る
。

彼
ら
が
社
会
人
と
な
れ
ば

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
当
た
り
前
の

概
念
と
し
て
定
着
し
て
い

く
だ
ろ
う
。

　

当
然
な
が
ら
そ
の
波
は

内
装
業
界
に
も
や
っ
て
く

る
。
昨
年
11
月
号
で
は
神

奈
川
組
合
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た

が
、
し
ま
ね
イ
ン
テ
リ
ア

事
業
協
同
組
合
（
三
島
正

治
理
事
長
）
も
、
来
る
べ

く
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
に
向
け

て
組
合
と
し
て
動
き
出
し

て
い
る
。

　

し
ま
ね
組
合
に
つ
い
て

は
、
昨
年
６
月
に
青
年
部

シ
リ
ー
ズ
で
取
り
上
げ
た

ば
か
り
だ
が
、
今
回
改
め

て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
。

　

し
ま
ね
組
合
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
は
青
年
部
が
中
心
と
な

っ
て
進
め
て
い
る
た
め
、

前
回
に
引
き
続
き
青
年
部

の
松
尾
謙
一
会
長
（
㈱
ツ

ル
ミ
）、
渡
邊
和
人
副
会

長
（
㈲
シ
マ
ケ
ン
内
装
）、

会
計
の
三
島
宗
祐
氏
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
、
話
を

伺
っ
た
。

　
「
組
合
と
し
て
ど
の
よ

う
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組

む
の
か
と
い
う
具
体
的
な

議
論
は
来
年
度
以
降
に
な

り
ま
す
。
今
年
度
は
そ
の

前
段
階
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

は
何
ぞ
や
と
い
う
勉
強
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ

で
す
」
と
語
る
の
は
松
尾

謙
一
会
長
だ
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
重
要
性
を

い
ち
早
く
捉
え
た
三
島
正

治
理
事
長
の
指
示
で
、
組

合
と
し
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
り
組
み
を
任
さ
れ
た
青

年
部
メ
ン
バ
ー
。
し
か
し

　

さ
て
、
井
上
氏
に
よ
れ

ば
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組

み
を
ス
タ
ー
ト
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
①
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

経
営
を
理
解
す
る
、
②
自

社
の
取
り
組
み
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
視
点
か
ら
考
え
る
、

③
取
り
組
み
を
発
信
し
て

い
く
、
と
い
う
３
ス
テ
ッ

プ
が
求
め
ら
れ
る
と
い

う
。
今
年
度
の
講
習
会
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
礎
を
学
ん

だ
青
年
部
は
、
次
年
度
か

ら
ス
テ
ッ
プ
２
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
る
。

　
「
ス
テ
ッ
プ
２
と
し
て
、

現
在
実
施
し
て
い
る
組
合

事
業
の
う
ち
何
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
当
て
は
ま
る
の
か
分

析
す
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
つ
も
り
で
す
。

井
上
先
生
か
ら
は
、
あ
ま

り
大
き
な
目
標
を
立
て
る

よ
り
も
、
で
き
る
こ
と
か

ら
は
じ
め
る
べ
き
と
指
導

さ
れ
て
い
ま
す
」

　

例
え
ば
、
前
回
青
年
部

を
取
り
上
げ
た
際
に
紹
介

し
た
、
島
根
県
立
出
雲
工

業
高
校
・
建
築
科
イ
ン
テ

リ
ア
コ
ー
ス
の
生
徒
を
対

象
と
し
た
体
験
学
習
や
、

廃
材
を
活
用
し
て
参
加
す

る
「
し
ま
ね
も
の
づ
く
り

技
能
体
験
フ
ェ
ス
タ
」
な

ど
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
活
動
そ

の
も
の
で
、
こ
れ
ら
既
存

の
事
業
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
関

連
付
け
て
、
よ
り
深
め
て

い
く
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め

よ
う
と
い
う
わ
け
だ
。

　
「
今
後
、
内
装
仕
上
業

者
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
必
須
に

な
り
ま
す
。
取
り
組
ん
で

い
な
け
れ
ば
請
負
仕
事
が

で
き
な
い
状
況
に
い
ず
れ

な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ネ
イ
テ
ィ
ブ
世

　

そ
の
講
習
内
容
で
あ
る

が
、
今
回
は
井
上
光
悦
氏

に
許
可
を
い
た
だ
き
、
講

習
で
使
用
し
た
ス
ラ
イ
ド

の
一
部
を
掲
載
し
な
が
ら

概
要
を
紹
介
し
た
い
。

　

全
３
回
の
講
習
会
は
、

①
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
そ
の
実
践
、

②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
何
か
、

③
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
経
営
の
ス
ス

メ
、
と
い
う
３
部
構
成
と

な
っ
て
い
る
。
い
き
な
り

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
入
っ
て
い
く

の
で
は
な
く
、
そ
の
前
段

階
と
し
て
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
理

解
し
た
上
で
進
ん
で
い
く

と
い
う
考
え
方
だ
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
「
企
業
の
社

会
的
責
任
」、
す
な
わ
ち

事
業
活
動
が
社
会
に
与
え

る
影
響
に
対
し
て
責
任
を

持
つ
と
い
う
こ
と
で
、
そ

れ
は
内
装
仕
上
業
も
意
識

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
競

争
力
を
高
め
る
た
め
の
攻

め
の
Ｃ
Ｓ
Ｖ
と
い
う
概

念
、
さ
ら
に
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
に
対
す
る
意
識
も

必
要
と
な
る
。

　
「
日
々
の
事
業
活
動
の

中
で
の
課
題
、
例
え
ば
廃

材
の
問
題
、
後
継
者
不
足

に
よ
る
事
業
継
続
の
問
題

な
ど
、
ま
ず
は
自
社
の
事

業
活
動
が
社
会
的
に
責
任

の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い

る
の
か
を
考
え
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
勉
強
会
と
し
て
は
じ
め

ま
し
た
が
半
分
以
上
は
Ｃ

Ｓ
Ｒ
に
つ
い
て
で
し
た
」

応
方
法
〜
』
と
題
し
た
講

習
会
を
企
画
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
学
ぶ
と
こ
ろ
か
ら
は
じ

め
た
わ
け
だ
。

　

講
習
会
は
青
年
部
メ
ン

バ
ー
だ
け
で
な
く
、
組
合

員
全
員
を
対
象
に
実
施
、

８
月
、
10
月
、
12
月
の
３

回
に
分
け
て
行
わ
れ
、
各

回
約
20
名
の
組
合
員
が
集

ま
っ
た
。

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
事
業
化

に
お
い
て
、
内
容
や
方
向

性
は
青
年
部
で
検
討
し
て

い
く
と
し
て
も
、
そ
の
意

義
は
組
合
員
共
通
で
認
識

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
し
た
。
そ
の
意
味

で
、
組
合
全
体
で
講
習
が

受
け
ら
れ
た
の
は
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

そ
し
て
２
回
目
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
、
国
際
的

な
位
置
づ
け
、
考
え
方
、

ビ
ジ
ネ
ス
と
の
関
連
性
な

ど
基
礎
的
な
知
識
を
学

び
、
３
回
目
は
企
業
の
具

体
的
な
取
組
事
例
や
具
体

的
な
取
り
組
み
の
進
め
方

な
ど
を
学
ん
だ
。

　
「
講
習
会
を
聞
く
前
は
、

環
境
問
題
や
貧
困
対
策
な

ど
を
学
ぶ
も
の
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
捉
え
方
、
思
考
法
、
ど

の
よ
う
に
事
業
活
動
に
活

か
す
べ
き
か
な
ど
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
自
身
の
商

売
に
置
き
換
え
な
が
ら
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
重
要
性
を
よ

く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」

な
が
ら
何
か
ら
手
を
付
け

れ
ば
い
い
の
か
皆
目
見
当

も
つ
か
な
い
の
が
正
直
な

と
こ
ろ
。
そ
こ
で
地
元
の

金
融
機
関
で
あ
る
山
陰
合

同
銀
行
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

し
て
活
動
す
る
井
上
光
悦

氏
に
講
師
を
依
頼
し
、『
持

続
的
な
企
業
経
営
へ
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
視
点
の
活
用
〜
企

業
を
取
り
巻
く
変
化
と
対

代
の
入
職
を
促
す
た
め
に

も
必
要
不
可
欠
に
な
る
は

ず
で
す
。
か
と
い
っ
て
中

小
規
模
の
事
業
者
が
独
自

に
取
り
組
む
に
は
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
の
が
実
情
で

す
。
そ
う
し
た
中
で
、
組

合
事
業
と
し
て
取
り
組
む

価
値
は
非
常
に
大
き
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

　

来
年
度
以
降
、青
年
部
、

そ
し
て
組
合
全
体
で
知
恵

を
出
し
合
い
な
が
ら
事
業

を
進
め
て
い
く
と
い
う
松

尾
会
長
。「
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
着
手
し
て
い
き
、

い
ず
れ
は
ス
テ
ッ
プ
３
の

発
信
ま
で
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
井
上
氏
は

全
国
で
の
講
演
依
頼
に
も

対
応
し
て
い
る
。
今
回
の

講
習
会
資
料
も
希
望
が
あ

れ
ば
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
と
の
こ
と
。

　

問
い
合
わ
せ
は
日
装
連

事
務
局
ま
で
。
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しまね組合

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
勉
強
か
ら
ス
タ
ー
ト

専
門
家
を
招
き
講
習
会
を
実
施

ま
ず
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
理
解
か
ら

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
活
か
し
方
を
学
ぶ

既
存
事
業
を
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
当
て
は
め
る

で
き
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
べ
し

左から三島会計、三島理事長、松尾会長、
渡邊副会長

講習会の模様

講習会資料の一部


